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今
回
の
震
災
は
、
多
く
の
人
た
ち
に
人

生
を
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
を
与
え
た
よ

う
だ
。
家
族
や
友
人
と
の
在
り
方
、
働
く

こ
と
の
意
義
を
各
々
の
立
場
で
考
え
る
こ

と
の
意
味
は
深
い
。

　

震
災
後
一
年
四
ヶ
月
が
過
ぎ
て
、
一
人

一
人
の
会
員
が
そ
れ
ぞ
れ
被
災
地
で
復
旧
、

復
興
に
携
わ
り
、
自
分
自
身
の
生
活
を
再

建
し
て
い
く
毎
日
に
、
幸
福
感
を
見
出
し

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
今
回
の
公
益
法
人
改
革
と
い
う

も
の
は
、こ
れ
ま
で
は
公
益
と
さ
れ
た
「
社

団
法
人
」
が
新
た
な
ふ
る
い
に
掛
け
ら
れ
、

平
成
二
十
五
年
十
一
月
ま
で
の
移
行
申
請

期
間
中
に
「
公
益
社
団
法
人
」
か
「
一
般

社
団
法
人
」
か
「
解
散
」
か
の
何
れ
か
の

道
を
選
択
し
、
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
で
す
。
非
常
に
難
し
い
選
択
を
迫

ら
れ
る
中
、
当
会
で
は
平
成
二
十
四
年
度

中
に
公
益
目
的
事
業
の
項
目
に
「
受
領
委

任
制
度
の
推
進
に
関
す
る
事
業
」
を
盛
り

込
ん
だ
公
益
社
団
法
人
認
定
の
取
得
を
目

指
し
、
執
行
部
を
中
心
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
達
は
、
こ
れ
ま
で
公
益
団
体
と
し
て
、

多
く
の
公
益
事
業
活
動
を
推
進
し
、
県
下

に
お
け
る
業
界
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
方
針
を

継
続
し
、
都
道
府
県
社
団
柔
整
師
会
会
長
、

都
道
府
県
知
事
、
地
方
厚
生
局
局
長
が
締

結
す
る
、
三
者
協
定
を
維
持
し
、
受
領
委

任
制
度
を
堅
持
す
る
た
め
に
は
、
全
会
員

が
公
益
法
人
認
定
の
必
要
性
を
理
解
し
、

公
益
性
を
高
め
る
事
業
に
取
り
組
ま
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
行
政
は
今
回
の
東
日

本
大
震
災
の
復
興
費
用
捻
出
の
た
め
、
柔

整
の
受
領
委
任
の
仕
組
み
や
柔
整
療
養
費

そ
の
も
の
ま
で
消
滅
さ
せ
る
案
す
ら
あ
る

と
い
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
当
会
に
と
っ
て
公
益
社
団

法
人
認
定
取
得
の
大
事
の
時
で
あ
り
ま
す
。

会
員
一
人
一
人
が
志
を
高
く
掲
げ
、
社
会

か
ら
も
行
政
か
ら
も
遥
か
に
高
い
信
頼
を

得
る
よ
う
努
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

公
益
社
団
法
人
認
定
の
取
得
へ

宮
城
県
柔
道
整
復
師
会　

副
会
長　
　

木　

村　

清　

徳

●
●
●

副
会
長
挨
拶
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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平
成
二
十
四
年
三
月
十
一
日
㈰
午
前
九

時
十
五
分
よ
り
、
フ
ォ
レ
ス
ト
仙
台
大
会

場
に
於
い
て
、
平
成
二
十
三
年
度
第
二
回

通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
に

先
立
ち
、
東
日
本
大
震
災
発
生
一
年
目
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に

心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
と
共
に
、

犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
祈
り
、

黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
目
時　

誠
理
事
の
司
会
進
行

に
よ
り
、
豊
嶋
良
一
会
長
の
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

会
長
挨
拶
・
要
約

東
日
本
大
震
災
よ
り
ち
ょ
う
ど
一
年

　

奇
し
く
も
本
日
は
三
月
十
一
日
で
あ
る
。

昨
年
三
月
は
総
会
も
開
け
な
い
状
況
で
、

山
内
会
員
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
分
か
っ
た

の
が
三
月
二
十
六
日
、
二
週
間
も
全
会
員

の
消
息
が
分
か
ら
ず
、
生
死
の
確
認
さ
え

も
出
来
な
か
っ
た
。
大
変
な
一
年
と
な
っ

た
が
、
今
回
こ
の
様
に
総
会
を
無
事
に
開

催
出
来
た
事
は
、
会
員
、
職
員
の
お
陰
と

感
謝
し
て
い
る
。

　

見
舞
金
二
千
三
百
六
十
二
万
円
の
配
分

は
三
月
八
日
付
で
全
て
終
了
し
た
。
残
金

平成23年度　第2回通常総会
平成24年3月11日㈰　開催

フォレスト仙台

に
つ
い
て
は
、
前
回
の
臨
時
総
会
で
承
認

を
頂
い
た
会
館
修
繕
、
増
築
に
使
わ
せ
て

頂
く
が
、
県
よ
り
公
益
認
定
が
済
ん
で
か

ら
始
め
る
様
に
言
わ
れ
て
い
る
。
十
月
か
、

も
う
少
し
早
く
出
来
る
か
と
思
う
が
、
そ

の
事
を
了
承
願
う
。

　
　
　

全
国
初
、
県
と
災
害
に
お
け
る
医
療
協
定

締
結

　

阪
神
淡
路
大
震
災
よ
り
十
数
年
越
し
で

申
請
し
て
き
た
県
防
災
会
議
に
参
入
出
来

る
事
に
な
っ
た
。
災
害
に
お
け
る
医
療
協

定
で
あ
り
、
他
県
も
結
ん
で
い
る
単
な
る

協
定
と
は
違
う
。
衛
生
材
料
等
が
自
分
達

の
負
担
と
な
る
活
動
と
は
違
い
、
全
て
支

給
さ
れ
、
骨
折
・
捻
挫
・
脱
臼
・
打
撲
の
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治
療
は
も
と
よ
り
、
廃
用
性
症
候
群
、
エ

コ
ノ
ミ
ー
症
候
群
に
対
し
て
の
対
策
に
ま

で
関
わ
る
医
療
部
門
で
の
参
画
で
あ
り
、

こ
れ
は
全
国
で
も
宮
城
県
の
み
で
あ
る
。

　

又
、
赤
十
字
奉
仕
団
を
設
立
、
年
六
万

円
が
支
給
さ
れ
、
他
の
医
師
会
等
と
同
等

に
な
っ
た
。
協
定
内
容
も
自
信
を
も
っ
て

進
め
ら
れ
る
。

介
護
事
業
に
活
路
を

　

介
護
事
業
に
関
し
、
愛
知
県
は
一
億
円

以
上
の
収
益
を
伸
ば
し
て
い
る
。
柔
道
整

復
業
と
つ
い
た
だ
け
で
公
益
社
団
法
人
が

三
年
取
得
出
来
な
い
実
情
下
で
、
介
護
事

業
に
職
種
を
伸
ば
さ
な
く
て
は
い
け
な
い
。

世
間
に
は
色
々
な
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
の
様

な
や
り
方
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
の
技
術
、

知
識
を
当
会
で
は
持
っ
て
い
る
。
担
当
の

櫻
田
統
括
筆
頭
理
事
、
松
元
理
事
に
問
合

せ
を
し
て
欲
し
い
。

　

今
取
り
巻
く
環
境
は
憂
え
る
内
容
ば
か

り
だ
が
、
日
整
会
員
一
万
七
千
人
の
中
、

行
政
と
交
渉
し
な
が
ら
よ
り
良
い
方
向
へ

向
か
っ
て
進
め
て
い
る
。

　

現
執
行
部
役
員
は
公
務
が
多
く
、
自
分

本
来
の
仕
事
と
併
行
し
て
の
業
務
に
負
担

が
大
き
く
重
く
な
り
す
ぎ
て
き
て
い
る
が
、

会
員
相
互
の
よ
り
良
い
環
境
作
り
の
為
に

頑
張
っ
て
ゆ
く
の
で
、
ご
理
解
、
ご
協
力

頂
け
る
様
お
願
い
し
た
い
。
本
日
の
審
議

を
宜
し
く
お
願
い
す
る
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

議
事
に
入
る
前
に
、
新
職
員
、
高
橋
理

恵
職
員
の
紹
介
に
続
い
て
、
永
年
会
員
表

彰
、生
涯
学
習
認
定
賞
授
与
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
優
良
会
員
表
彰
が
行
わ
れ
、
そ
の

後
、
議
長
に
岩
佐
和
之
会
員
、
副
議
長
に

中
島
正
彦
会
員
、
議
事
録
署
名
人
に
西
羅

昭
一
会
員
、
秋
山
信
行
会
員
が
選
出
さ
れ
、

冒
頭
、
岩
佐
和
之
議
長
よ
り
、
総
会
員

三
八
一
名
に
対
し
出
席
一
六
八
名
、
委
任

状
一
七
一
名
で
計
三
三
九
名
と
な
り
、
本

総
会
が
成
立
す
る
旨
が
告
げ
ら
れ
、
議
事

に
入
り
ま
し
た
。
第
一
号
議
案
か
ら
第
四

号
議
案
ま
で
、
大
多
数
の
賛
成
に
よ
り
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
一
切
の
議
事
が
終

了
し
、
最
後
に
木
村
清
徳
副
会
長
に
よ
る

閉
会
の
辞
で
、
平
成
二
十
三
年
度
第
二
回

通
常
総
会
は
滞
り
な
く
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。

文
責　

総
務
部
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平成24年度　第1回通常総会
平成24年5月20日㈰　開催

フォレスト仙台

　

平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
日
㈰
午
前
九

時
十
五
分
よ
り
、
フ
ォ
レ
ス
ト
仙
台
大
会

場
に
於
い
て
、
平
成
二
十
四
年
度
第
一
回

通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
目
時　

誠
理
事
の
司
会
進
行

の
元
、
豊
嶋
良
一
会
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

会
長
挨
拶
・
要
約

公
益
社
団
申
請
へ
の
進
捗
状
況

　

公
益
に
つ
い
て
は
、
全
国
で
六
県
取
得
、

実
際
は
七
県
だ
っ
た
が
大
阪
が
取
り
消
し

を
受
け
、
現
在
取
得
は
六
県
の
状
況
。
宮

城
で
は
先
日
最
終
的
な
申
請
を
提
出
。
時

間
が
か
か
っ
て
い
る
が
こ
れ
は
担
当
者
が

代
わ
り
一
か
ら
精
査
さ
れ
た
と
い
う
経
緯

の
為
で
あ
っ
た
が
、
今
回
ま
た
前
回
の
担

当
者
に
戻
り
う
ま
く
い
け
る
の
で
は
な
い

か
と
期
待
し
て
い
る
。
公
益
事
業
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
こ
れ
ほ
ど
や
っ
て
い
る

県
は
他
に
は
な
く
、、
当
県
の
公
益
性
に

つ
い
て
の
素
養
は
十
分
と
自
負
し
て
い
る
。

療
養
費
改
訂
へ
の
動
き

　

医
療
費
改
定
に
つ
い
て
、
医
科
は
四
月

か
ら
改
定
。
療
養
費
に
関
し
て
は
、
通
常

で
あ
れ
ば
示
さ
れ
る
時
期
だ
が
ま
だ
分

か
っ
て
い
な
い
。
今
回
始
め
て
、
厚
生
労

働
省
、
会
計
検
査
院
、
日
整
と
協
議
を
深

め
て
い
る
為
、
通
常
の
六
月
改
定
か
ら
遅

れ
る
だ
ろ
う
と
予
測
し
て
い
る
。
今
週
火

曜
日
に
は
日
整
の
緊
急
理
事
会
も
開
か
れ

る
。柔
整
師
人
口
の
増
加
の
為
、制
度
云
々

と
い
う
動
き
も
あ
り
、
揉
め
て
い
る
の
が

現
実
。
数
字
的
な
も
の
は
ま
だ
出
て
い
な

い
が
、
悪
い
方
向
で
は
な
く
良
く
し
た
い

が
為
に
協
議
を
重
ね
て
い
る
こ
と
を
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
保
険
部
連
絡
等
で
通
知
の
通
り
、

現
在
、
宮
城
の
保
険
請
求
状
況
は
三
傷
病

が
全
国
四
位
の
多
さ
で
あ
る
。
東
北
で
は
、

秋
田
が
真
ん
中
よ
り
下
、
他
県
は
ワ
ー
ス

ト
一
、
二
、
三
位
で
あ
る
こ
と
か
ら
み
て

も
、
東
北
で
は
宮
城
だ
け
が
飛
び
ぬ
け
て

好
成
績
で
あ
る
こ
と
が
お
わ
か
り
い
た
だ

け
る
だ
ろ
う
。
因
み
に
、
自
賠
責
に
関
し

て
も
全
国
二
位
で
あ
る
。
こ
れ
も
ひ
と
え

に
、
宮
城
が
細
部
に
亘
っ
て
理
論
武
装
、

担
当
者
対
応
等
々
を
実
践
し
て
い
る
賜
で

あ
る
の
で
、
会
員
各
位
に
お
か
れ
て
は
、

再
三
の
通
知
に
煩
わ
し
く
聞
こ
え
る
か
も
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し
れ
な
い
が
、
成
果
を
得
る
為
に
は
、
そ

れ
な
り
の
各
自
の
整
え
が
必
要
で
あ
る
こ

と
を
充
分
ご
理
解
い
た
だ
き
、
し
っ
か
り

と
通
知
に
目
を
通
し
、
整
備
の
上
、
積
極

的
に
請
求
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

～
は
れ
ば
れ
教
室
～
開
催
に
向
か
っ
て

　

当
県
で
は
現
在
、
介
護
事
業
、
協
動
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
は
れ
ば
れ
教
室
～
開
催
に

向
け
準
備
を
進
め
て
お
り
、
介
護
機
関
開

設
者
中
心
、
ま
た
今
後
の
開
設
を
目
指
し

て
の
教
育
も
進
め
て
い
ま
す
。
機
能
訓
練

指
導
員
と
し
て
の
資
格
を
持
つ
我
々
が
訪

問
介
護
を
行
い
、
そ
こ
か
ら
料
金
が
と
れ

な
い
か
、
全
国
初
の
取
り
組
み
と
し
て
日

整
を
通
し
厚
生
労
働
省
へ
折
衝
中
で
あ
る
。

宮
城
は
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
と
し
て
、
全
国

か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
る
の
で
、
自
覚
を

持
っ
て
現
状
打
破
へ
向
け
、
共
に
活
動
し

て
欲
し
い
。

　

本
日
は
決
算
総
会
と
な
る
の
で
、
宜
し

く
お
願
い
す
る
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

議
事
に
入
る
前
に
、
新
入
会
員
（
平
成

二
十
三
年
五
月
二
十
四
日
以
降
入
会
者

二
十
六
名
）
の
紹
介
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、

議
長
に
藤
井
裕
文
会
員
、
副
議
長
に
林
伸

也
会
員
、
議
事
録
署
名
人
に
内
海
強
志
会

員
、
千
葉
典
子
会
員
が
選
出
さ
れ
、
冒
頭
、

藤
井
裕
文
議
長
よ
り
、
総
会
員
三
八
四
名

に
対
し
出
席
一
八
八
名
、
委
任
状
一
五
九

名
で
計
三
四
七
名
と
な
り
、
本
総
会
が
成

立
す
る
旨
が
告
げ
ら
れ
、
議
事
に
入
り
ま

し
た
。
第
一
号
議
案
か
ら
第
四
号
議
案
ま

で
、
大
多
数
の
賛
成
に
よ
り
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
一
切
の
議
事
が
終
了
し
、
最

後
に
木
村
清
徳
副
会
長
に
よ
る
閉
会
の
辞

で
、
平
成
二
十
四
年
度
第
一
回
通
常
総
会

は
滞
り
な
く
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

文
責　

総
務
部
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平
成
二
十
四
年
七
月
十
七
日
十
九
時
よ
り
、

赤
門
鍼
灸
柔
整
専
門
学
校
青
葉
山
校
舎
に

於
い
て
臨
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
長
に
は
、
佐
々
木
裕
忠
会
員
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
佐
々
木
議
長
は
総
会
の
開
催
に

必
要
な
出
席
人
数
（
委
任
状
含
む
）
を
確
認
、

総
会
の
成
立
を
宣
言
。

第
一
号
議
案   

役
員
欠
員
に
伴
う
補
欠
選

挙
に
つ
い
て
、
酒
井
選
挙
管
理
委
員
長
よ
り
、

立
候
補
者
が
定
数
に
つ
き
無
投
票
当
選
の
説

明
が
な
さ
れ
、
総
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

文
責    

広
報
部

平成24年7月　臨時総会開催報告

選挙規定準用部分	 選挙管理委員会

本規定 　　　　準用規定役員　　役員補欠選挙（H24. 7. 9告知）
第1章第4条
選挙期日は理事会の議を経て会長が定める投票日の30日
前までに会員に周知されなければならない。

第1章第4条
選挙期日は理事会の議を経て会長が定める投票日の6日前
までに会員に周知されなければならない。

第5章第32条
立候補は別に定める立候補申請書を選挙日の10日前に委
員長に届けるものとする。

第5章第32条
立候補は別に定める立候補申請書を選挙日の5日前に委員
長に届けるものとする。

第1号議案　役員欠員に伴う補欠選挙について

　定款第13条第2項、第15条、選挙規定第29条、第39
条の定むるところにより、役員欠員に伴う補欠選挙に
より下記役員を選任願いたい。

記

副　会　長　　　1名
理　　　事　　　2名

以上

　　　　　　　　平成24年7月17日提出
社団法人　宮城県柔道整復師会

会長　豊　嶋　良　一

※定款
　第13条第2項　
　　　役員は、総会において選任する。
　第15条
　　�　役員の任期は、2年とする。ただし、補欠役員

の任期は、前任者の残任期間とする。

※選挙規定
　第3条
　　�　本会の役員選挙は、本会定款第15条による任期

満了に伴って行う。
　第29条
　　�　本規則第3条の規定にかかわらず役員が辞任、

解任又はその他の理由で欠員が生じた場合は補欠
選挙を行う。

　第39条
　　�　補欠選挙の実施については、本規定を準用し委

員会が決定する。
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平
成
二
十
四
年
度
任
意
組
合
通
常
総
会

が
㈳
宮
城
県
柔
道
整
復
師
会
総
会
後
に
同

会
場
、
フ
ォ
レ
ス
ト
仙
台
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

総
会
に
於
い
て
、
挨
拶
に
立
っ
た
豊
嶋

良
一
理
事
長
は
、
任
意
組
合
設
立
か
ら
の

経
過
に
、
組
合
員
の
福
祉
増
進
及
び
相
互

扶
助
に
関
す
る
事
業
、
並
び
に
㈳
宮
城
県

柔
道
整
復
師
会
の
事
業
支
援
を
行
う
こ
と

が
目
的
と
、
本
日
総
会
の
議
案
事
項
の
審

議
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
と
挨
拶
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
永
年
会
員
表
彰
が
行
な
わ
れ
、

総
会
の
議
長
は
、
規
約
第
6
章
第
24
条
に

基
づ
き
、
出
席
組
合
員
よ
り
藤
井
裕
之
会

員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
藤
井
議
長
は
通

常
総
会
の
開
催
に
必
要
な
出
席
者
数
を
確

認
、
第
23
条
総
組
合
員
の
半
数
以
上
（
委

〔
宮
城
県
柔
道
整
復
師
任
意
組
合
規
約　

第
7
条
第
2
項　

表
彰
・
顕
彰
〕

・
永
年
在
籍
表
彰
（
40
年
在
籍
）

　
　
（
昭
和
46
年
・
１
９
７
１
年
入
会
）

　

高
橋　

幸
次　

会
員

　

田
母
神　

茂　

会
員

　

蔭
山　

京
子　

会
員

・
永
年
在
籍
表
彰
（
30
年
在
籍
）

　
　
（
昭
和
56
年
・
１
９
８
１
年
入
会
）

　

笹
沼　

政
實　

会
員

　

高
橋　

英
樹　

会
員

　

大
宮　
　

茂　

会
員

　

土
田　

智
幸　

会
員

　

小
野
寺
義
美　

会
員

・
永
年
在
籍
表
彰
（
20
年
在
籍
）

　
　
（
平
成
3
年
・
１
９
９
１
年
入
会
）

　

野
田　

康
二　

会
員

　

千
葉　

勝
弘　

会
員

任
状
を
含
む
）
に
よ
り
総
会
の
成
立
を
報

告
。
議
事
録
署
名
人
は
第
26
条
に
基
づ
き

総
会
の
承
認
を
得
て
、
議
長
及
び
出
席
理

事
を
指
名
し
、
議
事
を
進
行
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
木
村
清
徳
副
理
事
長
は
、
只

今
承
認
さ
れ
た
事
業
計
画
に
則
っ
て
執
行

部
一
丸
と
な
っ
て
対
応
し
て
い
き
た
い
、

組
合
員
、
皆
様
の
尚
一
層
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
閉
会
の
辞
を
述
べ
、
任
意
組
合
通

常
総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

文
責　

副
理
事
長　

木
村
清
徳

〔
宮
城
県
柔
道
整
復
師
任
意
組
合
規
約　

第
6
条
⑵　

組
合
員
の
功
労
〕

・
在
籍
20
年
以
上
75
歳
超

　

小
関　

惺
皓　

会
員

　
 

宮
城
県
柔
道
整
復
師
任
意
組
合　

通
常
総
会
報
告

原
案
ど
お
り
満
場
一
致
で
可
決
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五
月
二
十
日
、
第
一
回
通
常
総
会
終
了

後
に
平
成
二
十
四
年
度
第
一
回
Ｓ
Ｖ
Ｍ
地

域
代
表
者
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
日
赤
奉
仕
団
に
つ
い
て
、
各
地
域
代

表
者
が
奉
仕
団
分
団
長
を
兼
任
す
る
件
、

Ｓ
Ｖ
Ｍ
救
護
バ
ッ
グ
・
Ｓ
Ｖ
Ｍ
旗
・
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
用
管
理
の
件
、
地
域
連
絡
網
の
再

整
備
等
の
議
題
に
つ
い
て
積
極
的
な
議
論

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
介
護
事
業
に
関
し
て
、
生
活
機

能
向
上
事
業
委
員
会
支
部
長
を
Ｓ
Ｖ
Ｍ
地

域
代
表
者
が
兼
任
し
て
い
る
た
め
、
介
護

事
業
企
画
室
か
ら
現
在
進
行
中
の
、
み
や

ぎ
復
興
支
援
人
協
動
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
は

れ
ば
れ
教
室
」、
被
災
地
に
お
け
る
訪
問

機
能
訓
練
事
業
、
仙
台
市
通
所
型
介
護
予

防
事
業
、
介
護
予
防
教
室
講
師
派
遣
事
業

等
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
地
域
代
表
者
が
地
域
密

着
型
の
事
業
展
開
を
目
指
し
、
会
員
の
意

識
や
方
向
性
を
理
解
集
約
、
こ
れ
か
ら
当

会
で
行
う
事
業
等
で
先
頭
に
立
ち
活
躍
し

て
く
れ
る
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。

文
責　

統
括
筆
頭
理
事　

櫻
田　

裕

SVM代表者
地域代表者
介護事業企画室
合同会議・懇話会
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平
成
二
十
四
年
六
月
十
六
日
㈯
・
十
七

日
㈰
の
両
日
に
亘
り
、
茂
庭
荘
（
仙
台
市

太
白
区
）
に
於
い
て
、
宮
城
県
「
柔
道
整

復
学
」
構
築
学
会
第
二
回
ミ
ニ
学
会
が
、

～
「
部
分
医
療
」
と
」
柔
道
整
復
師
～
を

テ
ー
マ
に
掲
げ
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
四
回
の
本
学
会
と
一
回
の

ミ
ニ
学
会
を
開
催
し
、
回
を
重
ね
る
ご
と

に
内
容
も
充
実
し
、
多
く
の
方
々
に
参
加

し
て
い
た
だ
け
る
ま
で
に
発
展
し
て
き
た

矢
先
に
、
昨
年
の
震
災
に
よ
っ
て
中
止
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
し
ま
い
、
関
係
者
一
同
、

大
変
残
念
な
思
い
を
強
い
ら
れ
、
ま
た
再

開
へ
の
一
抹
の
不
安
も
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、

豊
嶋
良
一
会
長
の
力
強
い
挨
拶
に
始
ま
り
、

「
部
分
医
療
」
に
つ
い
て
の
イ
ン
ト
ロ
ダ

ク
シ
ョ
ン
、
宮
城
県
「
柔
道
整
復
学
」
構

築
研
究
委
員
会
、
公
認
私
的
研
究
会
、
一

般
会
員
の
方
々
の
積
極
的
な
研
究
発
表
エ

ン
ト
リ
ー
や
介
護
企
画
室
報
告
、
お
忙
し

い
中
、
講
演
を
お
引
き
受
け
く
だ
さ
い
ま

し
た
萩
原
嘉
廣
先
生
、
水
沼
一
子
先
生
に

よ
る
貴
重
な
特
別
講
演
な
ど
、「
学
」
の
灯

を
絶
や
す
な
！
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
演
題

が
目
白
押
し
。
大
変
盛
会
裏
に
学
会
を
閉

宮城県「柔道整復学」構築学会
第2回　ミニ学会
開 催 報 告

平成24年6月16日㈯・17日㈰　於：茂庭荘



10

じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
会
名
誉
副
会
長
佐
藤
揵
先
生
、

学
会
副
会
長
鈴
木
省
三
先
生
、
特
別
講
演

の
萩
原
嘉
廣
先
生
は
じ
め
賛
助
会
員
（
協

力
業
者
様
）
も
ご
臨
席
い
た
だ
い
て
の
懇

親
会
も
大
変
和
や
か
に
楽
し
く
、
そ
れ
ぞ

れ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
こ
と

が
出
来
、
ま
さ
に
ミ
ニ
学
会
の
コ
ン
セ
プ

ト
で
あ
り
ま
す
「
会
員
の
絆
作
り
の
架
け

橋
」
そ
の
も
の
の
学
会
で
し
た
。

　

延
べ
三
〇
〇
名
に
及
ぶ
ご
参
加
を
い
た

だ
き
、
研
修
会
場
を
急
遽
、
拡
張
す
る
等

の
嬉
し
い
悲
鳴
の
一
幕
も
ご
ざ
い
ま
し
た

が
、
来
年
の
第
五
回
記
念
本
学
会
に
向
け
、

皆
様
の
「
学
」
へ
の
熱
い
手
ご
た
え
を
感

じ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
是
非
、

こ
の
熱
気
を
そ
の
ま
ま
、
来
年
へ
と
繋
げ

ま
し
ょ
う
！

（公社）日本柔道整復師会公認私的研究発表

宮城県「柔道整復学」構築研究委員会　岩佐和之第二次委員長報告

宮城県看護協会　水沼一子先生特別講演 （公社）日本柔道整復師会公認私的研究発表
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末
筆
な
が
ら
、
準
備
、
運
営
に
当
た
ら

れ
ま
し
た
実
行
委
員
の
皆
様
に
つ
き
ま
し

て
は
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本

当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

文
責　

学
術
部
長　

目
時　

誠

東北大学大学院医学系研究科講師
スポーツ医科学コアセンター副センター長
医学博士　萩原嘉廣先生による特別講演

宮城県「柔道整復学」構築研究委員会
庄子和良第一次委員報告

賛助会員によるプレゼンテーション
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当
学
会
役
員
よ
り
依
頼
が
あ
っ
た
の
で
、

表
記
に
つ
い
て
の
講
評
と
い
う
よ
り
も
、

拝
聴
し
気
づ
い
た
点
に
つ
い
て
の
私
見
を

報
告
し
た
い
。

１
）
二
〇
一
二
年
六
月
十
六
・
十
七
日
に

開
催
さ
れ
た
「
ミ
ニ
学
会
」
に
は
二
日
間

で
延
べ
三
〇
〇
参
加
さ
れ
た
よ
う
で
、
と

て
も
ミ
ニ
で
は
な
い
盛
況
と
内
容
で
あ
っ

た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
学
会
誌
も
百
三
十
二

頁
と
、
中
央
の
相
当
規
模
の
学
会
と
肩
を

並
べ
る
分
量
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
若
手
・

中
堅
の
方
々
の
積
極
的
行
動
（
発
表
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
）
が
み
ら
れ
頼
も
し
く
感
じ

た
。

　

種
々
の
困
難
な
状
況
の
中
、
こ
れ
だ
け

の
地
方
学
会
を
開
催
で
き
る
迄
に
払
っ
た

豊
嶋
会
長
以
下
関
係
者
の
努
力
に
深
く
感

謝
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

２
）
特
別
講
演
２
題
、
講
習
会
１
、
構
築

研
究
委
員
会
報
告
４
、
介
護
事
業
報
告

１
、一
般
発
表
３
題
、
私
的
研
究
会
発
表

３
題
と
、
半
日
ず
つ
二
日
で
こ
な
す
に
は

十
分
す
ぎ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
。「
ミ

ニ
学
会
」
で
は
提
示
す
る
側
か
ら
の
一
方

通
行
で
は
な
く
、
会
員
同
士
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
や
交
流
や
情
報
交
換
（
懇
親

会
も
含
め
て
）
が
で
き
る
こ
と
が
重
要
な

意
義
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
点
か
ら

み
る
と
、
む
し
ろ
、
や
り
と
り
（
質
疑
応

答
）
は
も
っ
と
活
発
で
あ
る
べ
き
だ
っ
た
。

そ
の
た
め
の
時
間
を
も
っ
と
と
れ
る
と
よ

か
っ
た
と
思
う
。

３
）
特
別
講
演
に
つ
い
て

⑴　

若
い
東
北
大
学
の
萩
原
先
生
の
肩
疾

患
の
臨
床
に
関
す
る
話
は
、
最
近
の
解
剖

学
的
知
見
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
鏡
視
下
手

術
の
実
際
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
に
提
示
さ
れ
有
意
義
で
あ
っ
た
。

棘
上
筋
・
棘
下
筋
の
付
着
部
に
関
す
る
新

見
解
は
刺
激
的
で
、
か
つ
、
手
術
で
確
か

め
る
外
科
系
本
来
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
誠
に

オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
も
の
で
、
キ
ー
ワ
ー

ド
も
面
白
く
、
会
員
諸
氏
に
も
新
鮮
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

い
わ
く
、「
肩
甲
骨
不
安
定
化
を
考
え

る
に
は
、
前
鋸
筋
、
僧
帽
筋
を
無
視
す
る

な
」「
年
配
者
の
肩
の
大
脱
臼
は
大
半
、

腱
板
の
大
断
裂
だ
」「
六
十
代
男
性
で
糖

尿
病
の
あ
る
患
者
の
五
十
肩
は
十
度
以
上

の
Ｒ
Ｏ
Ｍ
制
限
を
残
し
、
か
つ
、
こ
の
肩

関
節
拘
縮
症
は
広
範
囲
の
症
状
で
あ
り
、

手
術
と
な
ろ
う
」
な
ど
。

　

懇
親
会
で
は
筆
者
は
先
生
に
昔
の
竹
田

綜
合
病
院
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
話
し
て
さ

し
あ
げ
た
。

⑵　

宮
城
県
看
護
協
会
の
水
沼
先
生
の
話

 〈
講
評
〉
宮
城
県
「
柔
道
整
復
学
」
構
築
学
会

　
　
　
第
２
回
ミ
ニ
学
会
に
参
加
し
て

学
会
名
誉
副
会
長　

帝
京
大
学
特
任
教
授　
　

佐　

藤　
　
　

揵　
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は
、
保
健
師
と
し
て
地
域
保
健
に
長
く
携

わ
り
、
健
康
支
援
事
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
被
災
地
の
実
地
支
援
の
経
験

豊
富
な
方
な
ら
で
は
の
迫
力
の
あ
る
内
容

で
あ
っ
た
。

　
「
看
護
職
（
看
護
師
、保
健
師
、助
産
師
）

の
元
気
」「
縦
割
り
行
政
」「
保
健
所
」「
あ

る
べ
き
姿
の
確
認
」「
仮
設
住
宅
に
お
け

る
膝
痛
と
運
動
指
導
対
策
」
な
ど
が
キ
ー

ワ
ー
ド
で
あ
っ
た
か
。
考
え
さ
せ
る
問
題

が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
を
改
め
て
諸
氏
は

確
認
し
た
と
思
わ
れ
る
。

４
）�

第
二
次
「
柔
道
整
復
学
」
構
築
研
究

委
員
会
報
告

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
あ
え
て
注
文
を
つ
け

た
い
。

⑴　

経
緯

　

当
委
員
会
は
〝
ロ
ー
カ
ル
の
立
場
〟
で

の
学
の
構
築
を
め
ざ
す
大
志
で
作
ら
れ
、

今
第
二
次
委
員
会
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

検
討
さ
れ
た
発
足
時
の
や
る
べ
き
目
標
の

要
点
は
、

ⅰ
）�

県
内
の
私
的
継
承
術
法
の
発
掘
と
整

理

ⅱ
）�

県
内
の
過
去
の
「
特
異
的
」
非
観
血

的
整
復
ケ
ー
ス
の
デ
ー
タ
の
発
掘
と

分
析

ⅲ
）�

治
療
成
績
と
合
併
症
に
関
す
る
こ
れ

ま
で
の
治
験
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

ⅳ
）�

方
法
論
の
現
状
把
握
─
と
く
に
評
価

の
客
観
化

ⅴ
）�

施
術
（
治
療
）
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

作
成
が
可
能
か

ⅵ
）�

関
連
・
隣
接
領
域
の
資
料
の
集
計

で
あ
っ
た
。
第
一
次
委
で
は
主
に
ⅴ
）
を

目
指
し
て
ⅳ
）
に
関
し
て
検
討
し
て
き
た

こ
と
に
な
ろ
う
（
筆
者
は
特
別
顧
問
）。

　

第
二
次
委
の
テ
ー
マ
は
「
損
傷
と
修

復
」
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ⅳ
）

を
土
台
と
し
て
ⅲ
）
ⅴ
）
を
目
指
す
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
公
的
委
員
会
の
継
続

性
は
、
委
員
の
恣
意
的
な
興
味
に
陥
る
こ

と
な
く
目
標
の
追
求
と
検
証
に
お
か
れ
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、方
向
性
、一
貫
性
、

論
理
性
に
つ
い
て
常
に
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が

働
い
て
い
る
必
要
が
あ
る
。

⑵　

報
告

　

以
上
の
点
か
ら
み
る
と
、
今
回
の
報
告

は
ⅳ
）
が
主
で
あ
り
、
第
一
次
委
の
延
長

線
上
に
あ
る
と
い
え
る
。

・�

若
井
報
告
：
ね
ら
い
は
大
変
良
い
の
だ

が
、
方
法
論
理
構
成
に
大
き
な
問
題
が

あ
る
。
内
容
に
沿
っ
た
タ
イ
ト
ル
と
す

る
に
は
「
頸
部
の
諸
症
状
要
因
と
重
症

度
評
価
と
の
間
の
関
連
性
」
で
あ
ろ
う
。

・�

新
井
田
報
告
：
実
に
手
間
の
か
か
る
作

業
の
は
ず
で
あ
る
。
柔
整
学
校
の
教
科

書
が
誠
に
複
雑
な
記
載
で
あ
る
こ
と
を

示
す
も
の
だ
が
、
教
鞭
を
と
っ
て
お
ら

れ
る
方
々
は
ど
う
思
わ
れ
る
の
だ
ろ
う

か
。
今
学
ん
で
い
る
学
生
も
気
の
毒
に

思
わ
れ
る
。
こ
の
テ
ー
マ
を
次
の
目
標

群
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

・�

岩
佐
報
告
：
組
織
損
傷
へ
の
超
音
波
学

的
接
近
で
あ
り
、
目
標
ⅳ
）
ⅴ
）
に
照

ら
し
、
大
変
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
た

だ
、
示
さ
れ
た
圧
迫
と
深
層
と
血
腫
の

デ
ー
タ
と
分
子
生
物
学
的
考
察
と
の
間

に
論
理
の
飛
躍
が
見
ら
れ
る
の
が
残
念

で
あ
る
。

・�

庄
子
報
告
：
第
一
次
委
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
の
最
終
報
告
と
み
ら
れ
る
。
ま

と
め
が
視
覚
的
に
パ
ッ
と
と
ら
え
ら
れ
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れ
ば
よ
か
っ
た
。
次
は
ど
こ
を
目
指
す

の
か
、
当
然
ⅴ
）
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

作
成
可
能
性
へ
向
か
う
は
ず
で
あ
ろ
う
。

５
）
会
員
・
研
究
会
の
発
表

・
藤
井
報
告
（
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
）

　

�　

た
い
へ
ん
わ
か
り
や
す
い
臨
床
経
験

例
で
あ
る
が
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

医
学
の
立
場
か
ら
み
る
と
、
こ
れ
を

「
整
復
」
と
い
う
必
要
が
あ
る
の
か
は

疑
問
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
は
足
関
節

捻
挫
再
発
防
止
に
有
効
と
証
明
さ
れ
て

い
る
（
Ｅ
Ｂ
Ｍ
）
バ
ラ
ン
ス
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

・�

吉
本
報
告
（
骨
折
診
断
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
）

　

�　

学
校
現
場
で
指
導
し
て
い
る
方
な
ら

で
は
の
切
実
な
、
か
つ
極
め
て
面
白
い

教
育
実
験
的
発
想
の
テ
ー
マ
で
あ
る
。

二
年
半
位
学
習
し
た
三
年
生
に
実
施
し

た
ら
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
は
ど
う

な
ろ
う
か
。
会
誌
の
論
文
に
結
果
と
し

て
の
デ
ー
タ
を
提
示
し
て
ほ
し
か
っ
た
。

・
新
井
田
報
告
（
患
者
統
計
）

　

�　

開
業
し
て
い
る
臨
床
家
の
初
歩
的
な

し
か
し
基
本
的
で
切
実
な
デ
ー
タ
で
あ

る
。
よ
く
ぞ
公
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

カ
ル
テ
集
計
と
い
う
根
気
の
い
る
仕
事

で
あ
る
。
当
院
の
特
色
が
よ
く
出
て
い

た
。
こ
の
発
表
に
対
す
る
質
疑
が
な

か
っ
た
の
は
む
し
ろ
意
外
で
あ
っ
た
。

・�

津
田
報
告
（
関
節
モ
ビ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
）

　

�　

関
節
の
運
動
（
骨
運
動
学
）
─
屈
曲
、

外
転
な
ど
Ｒ
Ｏ
Ｍ
で
表
さ
れ
る
も
の
と
、

関
節
運
動
（
関
節
包
内
運
動
）
─
軸
回

旋
、
転
が
り
な
ど
で
表
さ
れ
る
も
の
と

を
区
別
す
る
こ
と
は
リ
ハ
ビ
リ
の
基
礎

で
あ
る
。
本
研
究
は
臨
床
的
研
究
と
し

て
は
基
礎
的
な
も
の
で
あ
る
。
当
た
り

前
の
方
法
で
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
行
っ
て

当
た
り
前
の
結
果
が
出
た
の
で
あ
る
か

ら
、
あ
る
意
味
で
「
追
試
」
的
で
あ
る

が
、
基
本
を
踏
む
こ
と
は
大
切
で
あ
る
。

症
例
を
増
や
す
と
も
っ
と
よ
い
。

・
嶋
田
報
告
（
医
療
と
宗
教
の
歴
史
学
）

　

�　

今
の
若
い
人
々
は
歴
史
に
興
味
を
示

さ
な
い
。
帝
京
大
学
柔
道
整
復
学
科
に

は
医
学
史
の
講
義
選
択
で
置
い
て
あ
る

が
、
極
少
数
の
学
生
し
か
受
講
し
て
い

な
い
。

　

�　

今
回
若
い
演
者
が
大
問
題
の
テ
ー
マ

に
、
年
寄
り
を
さ
て
お
い
て
よ
く
取
り

組
ん
だ
も
の
と
感
じ
た
。
し
か
し
、
自

然
科
学
思
想
史
の
分
野
を
つ
っ
込
む
に

は
大
変
な
文
献
研
究
が
必
要
と
な
る
。

一
九
〇
〇
年
代
の
生
理
学
の
大
家
、
ク

ロ
ー
ド
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
の
「
実
験
医
学

序
説
」
─
医
学
を
勉
強
す
る
人
の
バ
イ

ブ
ル
、
本
多
修
郎
氏
の
著
「
自
然
科
学

思
想
史
」
─
自
然
哲
学
の
概
論
書
、
の

二
つ
は
、
も
し
目
を
通
し
て
お
ら
れ
な

け
れ
ば
是
非
読
ん
で
も
ら
い
た
い
難
読

書
で
あ
る
。

・
相
沢
報
告
（
指
Ｐ
Ｉ
Ｐ
掌
側
板
損
傷
）

　

�　

基
本
的
な
症
例
研
究
で
あ
る
。
症
例

１
と
２
と
を
そ
れ
ぞ
れ
ま
と
め
て
記
述

し
て
ほ
し
か
っ
た
。
結
果
を
数
量
で
表

す
こ
と
が
で
き
れ
ば
更
に
よ
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

６
）�

筆
者
が
情
報
提
供
し
た
二
編
の
「
資

料
」
に
つ
い
て

　

学
会
会
則
第
四
条
に
関
し
て
で
あ
る
が
、

現
実
に
は
四
条
①
②
は
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
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運
用
さ
れ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
学

会
の
内
容
を
示
す
も
の
が
単
な
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
短
抄
録
掲
載
の
パ
ン
フ
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
実
質
、
論
文
の
形

を
と
る
と
こ
ろ
ま
で
会
員
諸
氏
に
要
求
し

て
い
る
の
は
キ
ツ
イ
は
ず
だ
と
思
わ
れ
る

が
、
報
告
発
表
さ
れ
た
諸
氏
は
よ
く
頑

張
っ
て
お
ら
れ
る
。

　

そ
こ
へ
少
し
の
情
報
を
提
供
し
、
誌
の

肉
付
け
に
加
え
さ
せ
て
も
ら
っ
た
の
で
あ

る
。「
追
試
」
の
意
味
と
、「
素
朴
な
方
法

と
疑
問
」
に
つ
い
て
く
み
取
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
と
考
え
る
。

７
）
最
後
に

⑴�　

臨
床
家
に
と
っ
て
研
究
の
た
め
の
研

究
は
不
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
柔
道

整
復
分
野
に
つ
い
て
は
独
自
の
、
客
観

的
、
正
確
、
共
通
、
の
評
価
法
の
確
立

が
も
っ
と
も
急
が
れ
る
部
分
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
、
共
通
理
解
を
目
指
す
勉

強
は
必
要
で
あ
る
。

⑵�　

当
学
会
に
は
わ
か
り
や
す
く
す
ぐ
れ

た
、
他
に
範
と
な
る
「
投
稿
規
定
」
が

あ
る
。
是
非
こ
れ
を
守
っ
た
形
の
報
告
・

公
表
を
お
願
い
し
た
い
。

⑶�　

豊
嶋
会
長
も
「
ご
挨
拶
」
に
述
べ
て

お
ら
れ
る
通
り
、
今
回
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
は
ミ
ニ
で
は
な
い
。「
実
」
に
合
う

よ
う
な
「
名
」
に
変
え
て
は
如
何
か
と

思
う
。

　

来
年
予
定
の
本
学
会
が
大
き
く
期
待
さ

れ
る
。
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平
成
二
十
四
年
六
月
十
七
日
㈰
、
茂
庭

荘
に
於
い
て
行
わ
れ
た
「
宮
城
県
柔
道
整

復
学
構
築
学
会
第
二
回
ミ
ニ
学
会
」
の
中

で
「
救
急
救
命
講
習
会
」
を
開
催
致
し
ま

し
た
。
講
師
に
は
、
当
会
会
員
で
日
赤
救

急
法
指
導
員
で
あ
り
ま
す
庄
子
和
良
会
員

を
招
き
、三
十
八
名
の
会
員
、準
会
員
、接
・

整
骨
院
ス
タ
ッ
フ
、
柔
道
関
係
者
が
受
講

者
と
し
て
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
学
校
の
授
業
に
武
道
が
取
り

入
れ
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
て
宮
城
県
柔
道

連
盟
と
の
共
催
と
い
う
形
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
柔
道
関
係
者
の
皆
様
に
於
か
れ
ま
し

て
は
、
正
し
い
応
急
処
置
が
要
求
さ
れ
ま

す
の
で
、
真
剣
に
受
講
さ
れ
、
最
後
に
は

活
発
な
質
問
が
飛
び
交
っ
て
お
り
ま
し
た
。

二
時
間
と
い
う
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
参
加
さ
れ
た
皆
様
に
於
か
れ
ま

し
て
は
、
充
実
し
た
講
習
会
に
な
っ
た
と

確
信
し
て
お
り
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
が
普
及
し
て
き
た
昨
今
で
は
あ

り
ま
す
が
、
正
し
い
処
置
法
、
使
用
法
を

認
識
し
て
い
る
人
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
我
々
柔
道

整
復
師
が
、
こ
れ
か
ら
可
能
な
限
り
こ
の

講
習
会
を
続
け
て
行
き
た
い
と
感
じ
ま
し

た
。

文
責　

事
業
部
長　

佐
々
木
俊
夫

救急救命講習会
開催報告
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平
成
二
十
四
年
四
月
か
ら
文
科
省
が
、

中
学
校
の
保
健
体
育
の
授
業
に
武
道
を
必

修
科
目
と
し
て
取
り
入
れ
ま
す
。
め
ま
ぐ

る
し
く
変
化
す
る
現
代
社
会
の
中
で
、
忘

れ
か
け
た
日
本
古
来
の
精
神
文
化
を
取
り

戻
そ
う
と
い
う
考
え
か
ら
で
し
ょ
う
。
小

学
生
の
武
道
は
盛
ん
で
す
が
、
中
学
進
学

な
ど
で
武
道
を
続
け
て
い
る
子
ど
も
が
極

端
に
減
っ
て
し
ま
う
状
況
の
中
、
柔
道
を

修
練
す
る
中
で
肉
体
と
精
神
を
磨
き
、
そ

こ
か
ら
会
得
す
る
克
己
心
な
ど
は
、
人
と

し
て
生
き
る
べ
き
道
を
少
年
に
与
え
得
る

も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
一
年

が
過
ぎ
た
平
成
二
十
四
年
四
月
二
十
二
日

㈰
、
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
女
川
町
の

総
合
体
育
館
に
小
学
生
三
十
一
チ
ー
ム
、

中
学
生
五
十
九
チ
ー
ム
が
集
結
し
、
第

二
十
一
回
日
整
全
国
柔
道
大
会
予
選
宮
城

県
大
会
・
平
成
二
十
四
年
度
宮
城
県
少
年

柔
道
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
大
会
は
女
川
町
復
興
祈
念
と
し

て
、
国
際
柔
道
連
盟
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
審
判
員
で
あ
り
宗
家
花
火
鍵
屋
十
五
代

目
の
天
野
安
喜
子
先
生
を
講
師
に
迎
え
、

「
審
判
と
し
て
ま
た
柔
道
選
手
と
し
て
の

心
構
え
」
や
、「
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
で
の
体
験
」
な
ど
の
貴
重
な
お
話

を
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
各
試
合
会
場
の
主

審
判
員
を
務
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
大
変
な
試
練
と
闘
い
な
が
ら

練
習
を
続
け
て
い
る
選
手
も
い
る
中
、
元

気
に
ひ
た
む
き
に
試
合
に
取
り
組
む
様
子

は
毎
年
大
会
会
場
と
な
っ
て
い
る
女
川
町

復
興
を
祈
念
す
る
に
相
応
し
い
大
会
に
な

り
ま
し
た
。

　

以
下
試
合
結
果
を
お
伝
え
し
ま
す
。

◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎

文部科学大臣杯争奪

第21回日整全国少年柔道大会予選宮城県大会
平成24年度　宮 城 県 少 年 柔 道 大 会

◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎ 

選抜選手で初めて全国大会へ
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○�

第
二
十
一
回
日
整
全
国
少
年
柔
道
大
会

予
選
宮
城
県
大
会

○
平
成
二
十
四
年
度
宮
城
県
少
年
柔
道
大
会

〈
小
学
生
〉

　

優　

勝　

大
崎
柔
道
ク
ラ
ブ
Ａ

　

準
優
勝　

名
取
凌
門
塾
Ａ

　

三　

位　

木
村
柔
道
館
Ａ

　
　

〃　
　

七
ヶ
浜
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

〈
中
学
生
〉

　

優　

勝　

木
村
柔
道
館
Ａ

　

準
優
勝　
七
ヶ
浜
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ

　

三　

位　
七
ヶ
浜
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ｃ

　
　

〃　
　

岩
出
山
少
年
柔
道
Ａ

　

今
年
度
か
ら
、
小
学
生
上
位
四
チ
ー
ム

か
ら
選
考
し
平
成
二
十
四
年
十
月
八
日

（
体
育
の
日
）
に
講
道
館
に
お
い
て
開
催

さ
れ
る
「
第
二
十
一
回
日
整
全
国
少
年
柔

道
大
会
」
へ
宮
城
県
代
表
と
し
て
出
場
す

る
選
手
は
次
の
通
り
で
す
。

大
将
（
六
年
）　

佐
々
木
海
翔

　
　
　
　
　
　
　
（
大
崎
柔
道
ク
ラ
ブ
）

副
将
（
六
年
）　

佐
藤
沙
真
亜

　
　
　
　
　
　
　
（
大
崎
柔
道
ク
ラ
ブ
）

中
堅
（
五
年
）　

菊
地　

陽
真

　
　
　
　
　
　
　
（
名
取
凌
門
塾
）

次
鋒
（
五
年
）　

渥
美　

貴
登

　
　
　
　
　
　
　
（
木
村
柔
道
館
）

先
鋒
（
四
年
）　

瀬
戸　
　

宙

　
　
　
　
　
　
　
（
七
ヶ
浜
柔
道
ス
ポ
少
）

文
責　

副
会
長　

木
村
清
徳
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は
じ
め
に

　

二
〇
二
五
年
の
日
本
社
会
は
他
先
進
国

よ
り
先
駆
け
て
超
高
齢
化
社
会
（
五
人
に

一
人
が
後
期
高
齢
者
）
に
突
入
し
、
行
政

方
針
に
よ
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」
の
対
応
策
に
当
会
も
滑
り
込
む
形
で

足
場
を
固
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

会
員
の
皆
様
が
不
安
材
料
と
し
て
抱
か

れ
て
い
る
、「
療
養
費
改
定
時
の
減
算
」

や
「
社
会
保
障
整
備
改
革
に
お
け
る
デ
フ

レ
社
会
」
に
お
け
る
新
た
な
経
営
活
路
と

し
て
、
他
業
種
連
携
、
地
域
密
着
型
、
介

護
保
険
事
業
参
入
は
我
々
業
界
に
お
い
て

も
必
須
課
題
と
な
り
ま
す
。

一
、
会
員
の
介
護
事
業
参
入
提
案

○
介
護
事
業
研
修
会

　

柔
道
整
復
師
の
医
療
保
険
に
お
け
る
療

養
費
の
立
場
を
よ
り
強
固
に
す
る
と
共
に
、

介
護
保
険
の
機
能
訓
練
指
導
員
の
役
割
と
、

そ
の
他
、
従
事
す
る
多
職
種
と
の
対
話
、

相
談
、
意
見
聴
取
、
主
張
及
び
提
案
が
出

来
る
環
境
整
備
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。
講
師
陣
に
は
、
理
学
療
法
士

の
先
生
方
か
ら
理
論
の
講
習
、
評
価
及
び

基
本
的
な
動
作
に
お
け
る
分
析
及
び
実
践

指
導
を
充
実
し
た
内
容
で
開
催
す
る
。

二
、
多
職
種
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

○�

み
や
ぎ
「
復
興
支
援
人
」
協
動
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
～
は
れ
ば
れ
教
室
～
（
旧
：

健
康
い
き
い
き
運
動
教
室
）

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
医
師
、
看
護

師
、
保
健
師
、
歯
科
医
師
、
歯
科
衛
生
士
、

歯
科
技
工
士
、
栄
養
士
、
薬
剤
師
、
地
域

包
括
セ
ン
タ
ー
職
員
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、

柔
道
整
復
師
が
連
携
し
て
、
生
活
再
建
支

援
を
実
行
す
る
事
業
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
多
業
種
連
携
の
根
源

に
は
、
医
療
の
包
括
的
体
制
整
備
の
概
念

が
当
て
は
ま
り
、
二
〇
二
五
年
の
超
高
齢

化
社
会
に
向
け
て
地
域
包
括
的
ケ
ア
＆
ケ

ア
体
制
の
構
築
過
程
に
必
要
な
事
業
で
あ

る
。

【
介
護
事
業
企
画
室 

事
業
計
画
】

三
、
行
政
委
託
事
業
の
申
請
及
び
受
理

○
地
域
支
援
事
業

　

行
政
か
ら
の
委
託
事
業
で
あ
り
、
二
次

予
防
対
象
者
（
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢

者
）
に
対
す
る
「
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
」

と
し
て
、
地
域
の
介
護
予
防
対
象
者
に
対

し
て
「
運
動
機
能
低
下
に
伴
う
予
防
教

室
」
を
通
年
で
行
う
事
業
。
実
施
は
宮
城

県
柔
道
整
復
師
会
会
員
が
担
当
し
て
行
う
。

四�

、
宮
城
県
柔
道
整
復
師
会
任
意
組
合
に

よ
る
介
護
事
業
開
業
支
援

○�

開
業
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
介
護
事
業

開
設
環
境
整
備
」

　

広
域
事
業
及
び
狭
域
事
業
を
、
当
会
会

員
が
安
心
し
て
開
業
で
き
る
た
め
の
研
修

会
、
株
式
会
社
設
立
方
法
、
市
場
調
査

（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
）
方
法
、
介
護
報
酬

請
求
業
務
、
収
支
決
算
に
お
け
る
経
営
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
含
め
て
、
介
護
事
業

全
般
の
開
設
ハ
ー
ド
ル
を
段
階
的
に
下
げ

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　　
　

文
責　

介
護
事
業
企
画
室

室
長　

櫻
田　

裕
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社団法人　宮城県柔道整復師会　介護事業研修会
会場：赤門学士院国分町校舎　　参加登録124名

4月14日
（土）

18：30 ～

○生活機能向上事業における開催の目的
○生活機能向上事業対象者の実態について
○高齢化に伴い低下する運動機能の理解
○運動における生理学的効果　　

5月12日
（土）

18：30 ～

○評価項目の理解と実技
・健康、体調の把握（問診、バイタルサインの計測、観察、動作分析）
・質問紙法について（痛み、主観的健康生活関連）
・体力測定（握力、開眼片足立ち時間、TUG、５m歩行、FBS）
・�機能訓練指導員による身体リスク評価（関節可動域、筋力、感覚、

バランス）　　
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6月9日
（土）

18：30 ～

○生活機能向上における運動の考え方
○運動方法実技（No.1）
・はればれ体操方法（姿勢改善、ストレッチを含む複合体操）
・筋力アップ運動（バンドを用いて下肢の筋力向上を中心とした運動）
・転倒予防バランス運動(足底の刺激や荷重位での運動）　　　
・スムーズ歩行運動（通常歩行や応用歩行））　　

7月7日
（土）

18：30 ～

○運動方法実技（No. ２）
・柔道整復師が実施する個別機能訓練の方法
・�動的関節制動訓練（Dynamic joint control training:DY JOCトレーニング）
・バランス運動方法（応用編）　
・インナーマッスル安定化の促通
・弱化筋群、短縮筋群を把握しての姿勢改善運動　

8月18日
（土）

18：30 ～

総復習ならびに補習を実施
評価方法のシミュレーション
運動方法のシミュレーション
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主　

催

　

社
団
法
人　

宮
城
県
歯
科
医
師
会

　

社
団
法
人　

仙
台
歯
科
医
師
会

　

社
団
法
人　

宮
城
県
歯
科
技
工
士
会　
　
　

　

宮
城
県　

歯
科
衛
生
士
会

　

社
団
法
人　

宮
城
県
看
護
協
会

　

社
団
法
人　

宮
城
県
栄
養
士
会

　

社
団
法
人　

宮
城
県
薬
剤
師
会

　

宮
城
県　

言
語
聴
覚
士
会

　

仙
台
市
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

社
団
法
人　

宮
城
県
柔
道
整
復
師
会

共　

催

　

学
校
法
人
北
杜
学
園　

仙
台
保
健
福
祉
専
門
学
校

　

仙
台
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
学
校

　

社
団
法
人　

宮
城
歯
科
医
師
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
城
高
等
歯
科
衛
生
士
学
校

　

財
団
法
人　

赤
門
鍼
灸
柔
整
専
門
学
校

　

健
生
学
園　

東
日
本
医
療
専
門
学
校

　

学
校
法
人　

東
北
柔
専
仙
台
接
骨
医
療
専
門
学
校

　

学
校
法
人　

滋
慶
文
化
学
園
仙
台
医
健
専
門
学
校

主　

管

　

社
団
法
人　

宮
城
県
柔
道
整
復
師
会

後　

援

　

復
興
庁
宮
城
復
興
局

　

宮
城
県

　

仙
台
市　
　

　

第
25
回
全
国
健
康
福
祉
祭　

宮
城
・
仙
台
大
会

　

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
宮
城
・
仙
台
２
０
１
２

　

社
団
法
人　

宮
城
県
医
師
会　
　
　
　
　
　

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合

　

ミ
ヤ
ギ
テ
レ
ビ

　

仙
台
放
送

　

Ｔ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ

　

東
日
本
放
送

　

河
北
新
報
社

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

宮
城
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
協
会　

　　

一
般
社
団
法
人　

宮
城
介
護
福
祉
士
会

　

一
般
社
団
法
人　

宮
城
県
社
会
福
祉
士
会

　

宮
城
県
老
人
保
健
施
設
連
絡
協
議
会

　

宮
城
県
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
支
援
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
）

みやぎ「復興支援人」協動プロジェクト
～はればれ教室～
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一
、
開
催
期
日

　

平
成
二
十
四
年
九
月
九
日
（
日
）　

　

十
時
十
分
～
十
二
時
三
十
分　

　
　

フ
ォ
レ
ス
ト
仙
台

　

十
月
二
十
一
日
（
日
）

　
　

十
時
十
分
～
十
二
時
三
十
分　

　
　
　

高
砂
市
民
セ
ン
タ
ー

　

十
一
月
十
一
日
（
日
）

　
　

十
時
十
分
～
十
二
時
三
十
分　

　
　
　

古
城
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

二
、
対
象
者

　

�

被
災
さ
れ
た
方
、
被
災
さ
れ
た
家
族
の

方
、
生
活
不
活
発
病
に
該
当
さ
れ
る
方

三
、
内　

容

　

�

主
催
を
各
団
体
の
健
康
講
話
、「
健
康

い
き
い
き
運
動
体
操
」

四
、
実
施
運
営

　

当
会
お
よ
び
各
主
催
団
体

　

平
成
二
十
二
、
二
十
三
年
度
に
行
っ
て

き
た
「
健
康
い
き
い
き
運
動
教
室
」
を
、

今
年
度
は
、
み
や
ぎ
「
復
興
支
援
人
協
動

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
～
は
れ
ば
れ
教
室
～
と

発
展
さ
せ
ま
し
た
。
多
業
種
が
協
力
し
て

行
動
す
る
こ
と
か
ら
「
協
動
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
し
て
、
介
護
予
防
の
柱
で
あ
る
、

運
動
・
口
腔
・
栄
養
の
三
分
野
を
歯
科
医

師
会
、
栄
養
士
会
を
は
じ
め
と
し
た
多
業

種
の
連
携
に
よ
り
、
当
会
が
主
管
と
な
り

全
会
員
の
協
力
の
も
と
で
開
催
い
た
し
ま

す
。

【
地
域
支
援
事
業
（
二
次
予
防
）】

　

平
成
二
十
四
年
度 

仙
台
市
元
気
応
援

教
室
（
通
所
型
介
護
予
防
事
業
）
に
当
会

が
応
募
し
受
託
が
決
定
し
ま
し
た
。

一
、
開
催
期
日

　

平
成
二
十
四
年
九
月
～
十
一
月
、

　

平
成
二
十
五
年
一
～
三
月

二
、
内　

容

　

二
次
予
防
対
象
者
に
対
す
る
機
能
訓
練

指
導
研
修
会
で
行
わ
れ
て
い
る
、「
身
体

評
価
測
定
及
び
生
活
行
為
評
価
」
を
同
時

に
実
施
し
介
入
後
の
有
意
差
を
検
証
す
る
。

三
、
人
員
配
置

　

柔
道
整
復
師
三
名
・
看
護
師
一
名

四
、
場　

所

　

仙
台
市
民
会
館
・
市
民
セ
ン
タ
ー
・

　

フ
ォ
レ
ス
ト
仙
台

元
気
応
援
教
室　

日
程
表

平
成
二
十
四
年

　

九
月
一
日
㈯　
　
　

仙
台
市
民
会
館　

　

九
月
八
日
㈯　
　
　

仙
台
市
民
会
館

　

九
月
十
五
日
㈯　
　

フ
ォ
レ
ス
ト
仙
台

　

九
月
二
十
九
日
㈯　

仙
台
市
民
会
館

　

十
月
六
日
㈯　
　
　

仙
台
市
民
会
館

　

十
月
十
三
日
㈯　
　

仙
台
市
民
会
館

　

十
月
二
十
日
㈯　
　

仙
台
市
民
会
館

　

十
月
二
十
七
日
㈯　

フ
ォ
レ
ス
ト
仙
台

　

十
一
月
三
日
㈯　
　

仙
台
市
民
会
館

　

十
一
月
十
日
㈯　
　

仙
台
市
民
会
館

　

十
一
月
十
七
日
㈯　

仙
台
市
民
会
館

　

十
一
月
二
十
四
日
㈯
仙
台
市
民
会
館

　

こ
の
事
業
は
、
現
在
、
市
町
村
が
行
っ

て
い
る
二
次
予
防
事
業
を
当
会
が
受
託
し
、

地
域
会
員
の
皆
様
が
実
際
の
運
営
に
あ
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た
っ
て
い
た
だ
く
事
に
よ
り
、
介
護
予
防

の
認
識
を
深
め
、
機
能
訓
練
指
導
員
と
し

て
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
は
県

内
の
各
市
町
村
で
の
受
託
も
視
野
に
入
れ

て
い
ま
す
の
で
、
地
域
内
会
員
の
相
互
協

力
に
よ
る
受
託
と
な
り
ま
す
。

【
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
主
催　

介
護

予
防
教
室
（
一
次
予
防
）】

仙
台
市
青
葉
区
・
葉
山
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
：
六
月
二
十
日
終
了
（
介
護
事
業

企
画
室
員
対
応
）

仙
台
市
青
葉
区
・
長
町
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
：
八
月
二
十
三
・
三
十
日
の
二
回

依
頼

内
容　
（
一
〇
〇
分
）

一
、
あ
い
さ
つ

二
、�

社
団
法
人
宮
城
県
柔
道
整
復
師
会
お

よ
び
公
益
事
業
の
紹
介　

一
〇
分

三
、
生
活
行
為
評
価　

三
〇
分

四
、
身
体
機
能
評
価　

三
〇
分

五
、�

生
活
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
践

　
　

十
五
分

六
、
運
動
の
継
続
の
必
要
性
を
説
明

　
　

十
分

七
、
あ
い
さ
つ

　

こ
の
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
当
会
が
協
力

し
て
い
た
「
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
介
護
予
防
運

動
教
室
」
と
同
じ
一
次
予
防
対
象
者
向
け

の
教
室
で
す
。
一
回
ま
た
は
二
回
の
開
催

と
な
り
、随
時
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

が
企
画
し
開
催
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
事
業
も
、
県
内
各
市
区
町
村
で
地

域
会
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
提
案
し
、
依
頼
を
受
け
て
行

う
こ
と
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
、
統
一
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
中
で
す
。

　
　

文
責　

介
護
事
業
企
画
室

室
長　

櫻
田　

裕
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平
成
23
年
度

地
域
別
保
険
研
修
会
報
告

平
成
二
十
三
年
度
の
地
域
別
保
険
研
修

会
は
、
平
成
二
十
三
年
十
月
三
十
日
㈰
仙

台
地
域
青
葉
区
①
開
催
を
皮
切
り
に
平
成

二
十
四
年
三
月
二
十
四
日
㈯
栗
原
、
登
米

地
区
を
最
後
に
全
て
の
日
程
を
終
了
し
、

会
員
三
八
一
名
中
、
三
一
八
名
（
約
八
三
・ 

五
％
）
の
参
加
を
頂
き
ま
し
た
事
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。

今
回
の
地
域
別
保
険
研
修
会
は
、
例
年

開
催
し
て
き
た
方
法
と
は
違
い
、
ま
ず
研

修
会
会
場
と
懇
親
会
会
場
を
同
一
会
場
と

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
二
十
三
年
三

月
十
一
日
㈮
午
後
二
時
四
十
六
分
に
起
き

た
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
翌
々
日
に
開

催
さ
れ
る
予
定
の
平
成
二
十
三
年
度
第
二

回
通
常
総
会
、
六
月
に
予
定
し
て
い
た
ミ

ニ
学
会
も
中
止
、
様
々
な
行
事
事
業
の
中

止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
事
と
、
震
災
後
は
、

震
災
（
津
波
）
に
伴
う
会
員
・
家
族
の
安

否
確
認
に
始
ま
り
、
会
員
施
術
所
・
自
宅

の
被
害
状
況
確
認
、
医
療
救
護
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
等
、
め
ま
ぐ
る
し
く
、
慌
た

だ
し
い
半
年
が
過
ぎ
、
よ
う
や
く
会
務
も

通
常
運
営
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
時
に
、

「
全
会
員
の
地
域
を
廻
り
会
員
の
現
況
確

認
と
顔
を
見
て
話
し
た
い
と
い
う
」
豊
嶋

会
長
の
強
い
要
望
に
よ
り
、
例
年
、
研
修

会
場
で
開
催
し
た
地
域
別
保
険
研
修
会
と
、

親
睦
を
目
的
に
し
た
懇
親
会
を
ド
ッ
キ
ン

グ
さ
せ
て
開
催
す
る
事
と
な
っ
た
為
に
今

回
の
よ
う
な
形
で
行
う
事
に
な
り
ま
し
た
。

各
地
域
代
表
が
会
場
予
約
・
運
営
に
あ

た
り
、
三
役
と
、
保
険
部
の
五
名
体
制
で

各
地
域
に
赴
き
、
一
時
間
三
十
分
の
研
修

会
で
は
、
保
険
業
務
の
再
構
築
（
診
察
の

進
め
方
）、
自
賠
責
保
険
関
連
の
Ｑ
＆
Ａ
、

平
成
二
十
二
年
度
改
正
内
容
等
の
徹
底
周

知
を
含
め
た
最
新
の
保
険
取
扱
い
上
の
注

意
事
項
等
の
説
明
を
行
い
、
そ
の
後
の
懇

親
会
で
は
、
普
段
聞
き
に
く
い
事
等
も
含

め
て
の
相
談
や
、
会
員
各
位
と
の
忌
憚
の

無
い
意
見
交
換
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。
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今
後
行
な
わ
れ
る
平
成
二
十
四
年
度
、

二
十
六
年
度
改
正
は
、
柔
道
整
復
師
に

と
っ
て
更
に
厳
し
い
も
の
に
な
る
と
予
想

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
柔
道
整
復
師
自
ら
療

養
費
の
支
給
基
準
順
守
の
徹
底
。
並
び
に

社
会
保
障
制
度
の
長
期
的
持
続
性
の
確
保
。

制
度
改
革
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
一
度
原

点
に
返
り
、
国
民
の
為
に
始
ま
っ
た
受
療

委
任
払
い
制
度
堅
持
の
為
に
も
、
日
々
の

診
療
時
に
更
な
る
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ

ン
セ
ン
ト
を
徹
底
し
て
頂
き
な
が
ら
、
研

修
会
時
に
配
布
致
し
ま
し
た
資
料
を
ご
活

用
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

ま
た
、
地
域
別
保
険
研
修
会
（
少
人
数

制
）
の
毎
年
開
催
を
会
員
よ
り
要
望
頂
い

て
お
り
ま
す
の
で
、
継
続
出
来
る
よ
う
に

進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
地
域
別
保
険
研
修
会
開
催
に

ご
協
力
頂
き
ま
し
た
地
域
代
表
各
位
、
役

員
各
位
、
保
険
部
員
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ

ン
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
各
位
に
感
謝
、
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

文
責　

保
険
部
長　

松
元　

浩
二

平成23年度　地域別保険研修会開催日程

開催日 開催地域 参加人数
（重複参加除く） 会　場

23. 10. 30㈰
午後5時～ 仙台地域　青葉区① 54名

いちくら
仙台市青葉区上杉1-11-1823. 11. 12㈯

午後6時～ 仙台地区　青葉区②

23. 11. 13㈰
午後5時～ 仙台地域　宮城野区 41名 海鮮居酒屋 花の舞仙台東口店

仙台市宮城野区榴岡1-1-1
23. 11. 26㈯
午後6時～ 大崎地域 30名 だんまや水産（リオーネ古川店）

大崎市古川台町9-20
23. 12.  3㈯
午後6時～ 仙台地域　若林区 23名 海鮮ダイニング萩

仙台市若林区若林2-6-2
23. 12. 10㈯
午後6時～ 仙台地域　泉区 36名 天空　TEN-KU

仙台市泉区泉中央1-16-17
24. 1. 28㈯
午後6時～

塩竈、多賀城、宮城、
黒川地域 21名 ホテル　グランドパレス塩竈

塩竈市尾島町3-5
24. 2. 18㈯ 
午後6時～

仙南、名取、岩沼、
亘理地域 35名 守屋寿司

名取市増田北谷246-1
24. 2. 25㈯ 
午後6時～ 仙台地域　太白区 24名 焼肉レストランひがしやま　長町駅前店

仙台市太白区長町5-13-27
24. 3. 17㈯ 
午後6時～

石巻、気仙沼、
本吉地域 28名 割烹　小松

石巻市千石町1-2
24. 3. 24㈯ 
午後6時～ 栗原、登米地域 28名 ホテル　ニューグランヴィア

登米市追町佐沼字中江4-12-12
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平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
二
日
、
積

年
の
思
い
実
り
ま
し
て
、
宮
城
県
と
の

「
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
医
療
救
護
協

定
」
を
締
結
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
　協

力
の
内
容
：

1
）�

避
難
所
及
び
救
護
所
等
に
お
け
る
応

急
的
医
療
救
護

2
）�

被
災
者
の
緊
急
避
難
場
所
等
と
し
て

の
会
員
施
術
所
の
提
供

3
）�

医
療
救
護
班
に
よ
る
医
療
救
護
活
動

の
補
助

4
）�

そ
の
他
甲
（
宮
城
県
）
が
必
要
と
認

め
る
活
動

　

当
会
は
、
一
九
九
五
年
の
阪
神
淡
路
大

震
災
に
お
け
る
教
訓
を
基
に
、
接
骨
院
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
宮
城
（
通
称
Ｓ
Ｖ
Ｍ
）
を
結

成
。
以
来
、
今
日
ま
で
十
六
年
間
、「
求

め
ら
れ
る
柔
道
整
復
師
」、「
応
え
ら
れ
る

柔
道
整
復
師
」
を
旗
印
に
、
災
害
時
に
お

け
る
医
療
救
護
体
制
を
整
え
て
き
ま
し
た
。

　

宮
城
国
体
医
療
救
護
を
皮
切
り
に
、
ス

ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
日
本
（
Ｓ
Ｏ

日
本
）
宮
城
・
医
療
班
に
参
入
す
る
と
共

医療救護協定締結

に
、
年
間
二
〇
〇
件
の
、
県
、
市
町
村
レ

ベ
ル
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
お
よ
び
イ
ベ
ン
ト

で
の
医
療
救
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
、

新
潟
中
越
地
震
、
岩
手
宮
城
内
陸
地
震
へ

の
「
県
境
な
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
と

し
て
積
極
的
に
災
害
現
場
に
出
向
き
組
織

力
を
発
揮
。
さ
ら
に
地
域
に
あ
っ
て
は
会

員
個
々
人
が
地
域
資
源
と
な
り
え
る
こ
と

を
目
的
に
、
会
員
相
互
の
実
戦
的
な
経
験

を
積
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
成
果
が
、
こ
の
度
の
東
日
本
大
震

災
に
於
い
て
壊
滅
的
被
災
状
況
の
中
、
先

ず
は
活
動
で
き
る
会
員
か
ら
、
各
地
域
の

避
難
所
や
施
術
室
の
開
放
等
で
敏
速
に
対

応
す
る
一
方
で
、
い
ち
早
く
「
㈳
宮
城
県

柔
道
整
復
師
会
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
対
策

本
部
」
を
設
置
、
日
整
を
窓
口
に
他
県
か

ら
の
柔
道
整
復
師
会
応
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
受
け
入
れ
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
の
責
任
を

果
た
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
同
時
に
当

会
会
員
に
よ
る
Ｓ
Ｖ
Ｍ
の
機
能
回
復
に
伴

う
一
連
の
め
ざ
ま
し
い
活
動
等
が
高
く
評

価
さ
れ
て
、
県
よ
り
感
謝
状
を
賜
る
に
至

り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
協
定
締
結
を
大
き
な
節
目
に
、

報告

…… 柔道整復師会・行政と災害協定 ……
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私
達
柔
道
整
復
師
は
有
事
に
在
っ
て
は
運

動
器
系
の
急
性
・
亜
急
性
・
反
復
性
外
傷

に
対
す
る
保
存
的
療
法
を
業
と
す
る
「
部

分
医
療
」
の
立
場
か
ら
、
医
療
救
護
は
も

と
よ
り
、
エ
コ
ノ
ミ
ー
症
候
群
及
び
廃
用

性
症
候
群
や
生
活
不
活
発
病
な
ど
の
予
防
、

並
び
に
機
能
訓
練
指
導
員
と
し
て
の
身
体

機
能
回
復
訓
練
等
に
お
い
て
、
そ
の
社
会

的
義
務
を
果
た
し
て
ゆ
く
べ
く
、
会
員
一

同
、
一
層
気
持
ち
を
引
き
締
め
、
決
意
を

新
た
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

文
責　

広
報
部

岡部敦県保険福祉部長より協定書を受け取る
豊嶋会長

平
成
23
年
度　

通
常
総
会
…
…
…
…
…
2

平
成
24
年
度　

通
常
総
会
…
…
…
…
…
4

平
成
24
年
7
月　

臨
時
総
会
…
…
…
…
6

「
柔
道
整
復
学
」
構
築
学
会

　
　

第
2
回
ミ
ニ
学
会
開
催
…
…
…
…
9

少
年
柔
道
大
会
・
宮
城
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昨
年
三
月
十
一
日
の
震
災
を
受
け
て
、

日
本
赤
十
字
宮
城
県
支
部
の
井
上
様
か
ら

ご
連
絡
頂
き
、
柔
道
整
復
師
の
業
務
、
骨

折
・
脱
臼
・
捻
挫
・
挫
傷
を
取
り
扱
う
「
部

分
医
療
」
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を

ご
理
解
し
て
頂
き
、
一
緒
に
活
動
し
て
行

き
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
平
成
二
十
四
年

二
月
よ
り
、
日
本
赤
十
字
奉
仕
団
と
協
定

を
結
び
、「
宮
城
県
柔
道
整
復
師
日
赤
奉

仕
団
」
と
し
て
登
録
さ
せ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。

　

現
在
日
赤
奉
仕
団
の
活
動
は
「
心
の
ケ

ア
」
と
称
し
て
、
多
賀
城
の
仮
設
住
宅
を

活
動
場
所
に
し
て
月
に
一
度
、
他
の
奉
仕

団
の
皆
様
と
一
緒
に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
で
日
赤
宮
城
県
支
部
に
我
々
柔
道

整
復
師
が
、
日
常
の
仕
事
の
中
で
行
っ
て

い
る
こ
と
が
、
体
と
心
の
ケ
ア
に
繋
が
っ

て
い
る
と
認
識
頂
い
て
お
り
、「
心
の
ケ

ア
」
に
一
番
適
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

宮
城
県
柔
道
整
復
師
会
が
ご
指
名
を
頂
き

ま
し
た
。

　

先
人
が
築
き
上
げ
て
歩
ん
で
き
た
こ
と

が
、
こ
の
震
災
を
き
っ
か
け
に
、
周
囲
か

ら
認
識
さ
れ
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
柔

道
整
復
師
と
い
う
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、

こ
れ
か
ら
活
動
し
て
行
き
た
い
と
存
じ
ま

す
。

文
責　

事
業
部
長　

佐
々
木
俊
夫

日本赤十字奉仕団結成

赤十字の基本原則
人道・公平・中立・独立・奉仕・単一・世界性
人道（Humanity）　国際赤十字・赤新月運動（以下、赤十字・赤新月）は、
戦場において差別なく負傷者に救護を与えたいという願いから生まれ、あ
らゆる状況下において人間の苦痛を予防し軽減することに、国際的および
国内的に努力する。その目的は生命と健康を守り、人間の尊重を確保する
ことにある。赤十字・赤新月は、すべての国民間の相互理解、友情、協力、
および堅固な平和を助長する。

人道…�赤十字は、あらゆる状況下で人間の苦痛を予防し軽減する。
「人道」を基本原則の第一に掲げて活動しています。
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平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
一
日
㈰
、
午

前
九
時
三
十
分
よ
り
赤
門
鍼
灸
柔
整
専
門

学
校　

国
分
町
校
舎
に
於
い
て
、
日
整
保

険
部
介
護
対
策
課
、
三
谷　

誉
先
生
の
講

義
の
も
と
、
機
能
訓
練
指
導
員
認
定
柔
道

整
復
師
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
習
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
十
八
年
の
介
護
保
険
改
正
に
伴
い
、

柔
道
整
復
師
は
機
能
訓
練
指
導
員
と
し
て

介
護
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
予
防
事
業
へ
の
参

入
が
認
め
ら
れ
、
日
整
で
は
、
機
能
訓
練

指
導
員
認
定
柔
道
整
復
師
講
習
会
を
開
催

し
、
柔
道
整
復
師
の
行
う
機
能
訓
練
指
導

が
行
政
に
マ
ン
パ
ワ
ー
と
し
て
、
ア
ピ
ー

ル
も
踏
ま
え
、
全
国
的
に
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
現
場
や
地
域
支
援
事
業
で
提
供
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

当
県
に
於
い
て
、
平
成
二
十
一
年
一
月

及
び
平
成
二
十
二
年
一
月
に
講
習
会
を
受

講
し
、
機
能
訓
練
指
導
員
認
定
柔
道
整
復

師
と
な
ら
れ
た
方
々
は
三
年
ご
と
の
更
新

に
あ
た
り
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
習
の
受

機
能
訓
練
指
導
員
認
定

柔
道
整
復
師
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
習
会

講
が
必
須
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
度
の

開
催
に
お
け
る
出
席
者
は
、
県
内
一
一
八

名
、
県
外
二
名
、
合
計
一
二
〇
名
が
参
加

さ
れ
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

文
責　

千
葉　

勝
弘介護事業参入への重要性を訴える豊嶋良一会長

熱心に講義を聴講する会員
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当
日
は
、
前
日
の
好
天
と
は
打
っ
て
変

わ
っ
て
、
ど
ん
よ
り
と
し
た
曇
り
空
で
し

た
が
、
そ
の
分
、
東
京
特
有
の
蒸
し
暑
さ

も
さ
ほ
ど
感
じ
る
こ
と
な
く
、
あ
ま
り
空

調
に
も
頼
ら
ず
に
、
快
適
な
環
境
で
受
講

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

研
修
会
メ
ニ
ュ―

に
つ
き
ま
し
て
は
、

皆
様
の
お
手
元
に
届
い
て
い
る
通
り
で
す

が
、
そ
の
中
の
教
養
講
座
で
は
、
本
会
会

長
で
あ
り
、
日
本
柔
道
整
復
接
骨
医
学
会

理
事
で
も
あ
り
ま
す
豊
嶋
良
一
先
生
が
、

「
い
ち
柔
整
師
か
ら
見
た
東
日
本
大
震
災
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
研
修
会
に
は
、
約
百
名
の
学
会
会
員

が
参
加
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
東
日
本

大
震
災
に
対
す
る
関
心
度
は
、
一
年
三
ヶ

月
が
経
過
し
た
現
在
で
も
大
変
高
く
、
参

加
者
皆
、
食
い
入
る
よ
う
に
豊
嶋
良
一
先

生
の
講
演
を
聴
き
、
準
備
し
た
動
画
や
写

真
に
見
入
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
参
加
者
皆
、

大
変
有
意
義
な
手
ご
た
え
を
感
じ
た
講
演

だ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
講
演
時
間
枠

内
で
は
豊
嶋
良
一
先
生
も
お
伝
え
し
た
い

こ
と
を
十
分
お
話
し
し
き
れ
ず
、
ま
た
参

加
者
か
ら
の
多
方
面
に
わ
た
る
質
問
に
も

対
応
す
る
時
間
が
取
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
、

大
変
、
残
念
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
も
っ

と
講
演
を
聴
き
た
い
、
時
間
を
延
長
し
て

欲
し
い
と
の
声
を
会
場
よ
り
、
多
数
う
か

が
い
ま
し
た
）

　

本
年
九
月
二
日
㈰
に
は
、
仙
台
市
に
於

い
て
、
本
研
修
会
の
開
催
が
決
定
し
て
お

り
ま
す
。
特
に
、
今
年
の
本
学
会
は
遠
方

の
福
岡
市
で
の
開
催
と
な
る
た
め
、
東
北

か
ら
は
参
加
で
き
な
い
方
も
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

方
々
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
の
が
、
こ
の

学
会
主
催
研
修
会
で
す
の
で
、
認
定
柔
道

整
復
師
取
得
や
更
新
の
た
め
に
も
、
奮
っ

て
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
御
案
内
申
し

上
げ
ま
す
。文

責　

学
術
部
長　

目
時　

誠

2012年学会主催研修会東京会場にて
豊嶋良一会長が講演

平成24年6月3日㈰　11：50〜16：10 
於　学校法人花田学園日本柔道整復専門学校
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平
成
二
十
三
年
度
の
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会

の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
の
震
災

の
影
響
で
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
。
平
成
二
十
四
年
度
東
北
ブ
ロ
ッ

ク
理
事
会
（
旧
東
北
柔
道
整
復
師
連
合

会
）
は
、
予
定
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
、

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
一
日
に
全
年
間

予
定
を
全
う
で
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

日
整
柔
道
大
会
予
選
会
の
再
開
を
は
じ
め
、

来
年
度
の
ブ
ロ
ッ
ク
事
業
の
完
全
再
開
へ

と
向
け
て
、
理
事
会
に
も
一
層
、
熱
が
こ

も
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

現
在
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
平
成
二
十 

三
年
度
第
四
回
理
事
会
、
平
成
二
十
四
年

度
第
一
回
理
事
会
に
つ
き
ま
し
て
、
検
討

さ
れ
ま
し
た
議
題
に
つ
き
ま
し
て
ご
報
告

申
し
上
げ
ま
す
。

＊�

平
成
二
十
四
年
度
よ
り
会
の
名
称
が

「
日
本
柔
道
整
復
師
会　

東
北
ブ
ロ
ッ

　
　

ア
）��「
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
学
術
部
通
信
」

（
案
）

　
　

イ
）�

他
県
研
修
会
参
加
時
の
参
加
費

に
つ
い
て

　

⑥�

日
整
派
遣
講
師
を
各
県
よ
り
推
薦
す

る
案
に
つ
い
て
の
報
告

　

⑦
平
成
二
十
三
年
度
の
収
支
見
込

　

⑧�

平
成
二
十
四
年
度
事
業
計
画
及
び
収

支
予
算

　

⑨�

選
挙
管
理
委
員
及
び
予
備
委
員
推
薦

（
接
骨
医
学
会
）

　

⑩
そ
の
他

日
本
柔
道
整
復
師
会

　
　
　
　
　
　
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会

平
成
二
十
四
年
度　

第
一
回　

理
事
会

　

平
成
二
十
四
年
四
月
七
日
㈯

　

於
：
仙
台
国
際
ホ
テ
ル　

六
階

　
　
　
「
桐
の
間
」

※
議
題

　

①
会
則
の
変
更
の
確
認
に
つ
い
て

　

②�

平
成
二
十
三
年
度　

事
業
報
告
並
び

に
収
支
決
算
報
告
に
つ
い
て

　

③�

平
成
二
十
三
年
度　

監
査
会
報
告
に

ク
会
」
と
変
更
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

平
成
二
十
三
年
度
は
旧
名
称
標
記
と

な
っ
て
い
ま
す
。

東
北
柔
道
整
復
師
連
合
会

平
成
二
十
三
年
度　

第
四
回　

理
事
会

　

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
一
日
㈯

　

於
：
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル　

四
階

　
　
　
「
琥
珀
の
間
」

※
議
題

　

①�

平
成
二
十
二
年
度
収
支
決
算
報
告
に

つ
い
て

　

②
会
則
の
変
更
に
つ
い
て

　

③�

平
成
二
十
三
年
度
表
彰
者
の
承
認
に

つ
い
て

　

④
柔
道
部
会
に
つ
い
て

　

⑤�

連
合
会
各
県
統
一
の
学
術
研
修
会
案

内
に
関
し
て

日
本
柔
道
整
復
師
会

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会　
開
催
報
告
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つ
い
て

　

④�

平
成
二
十
四
年
度  

事
業
計
画
（
案
）

並
び
に
収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

　

⑤�
平
成
二
十
四
年
度　

日
整
全
国
柔
道

大
会
選
考
大
会
及
び
日
整
全
国
少
年

柔
道
形
競
技
大
会
要
項
確
認
に
つ
い

て

　

⑥
卒
後
臨
床
研
修
に
つ
い
て

　
　

1
）�

二
十
四
年
度
の
開
催
予
定
を
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
・
講
師
関
連

　
　

2
）�

本
研
修
代
表
者
の
位
置
付
け
に

つ
い
て

　

⑦�

監
査
並
び
に
監
査
報
告
の
日
程
に
つ

い
て

　

⑧
懇
親
会
費
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

⑨
各
部
よ
り
連
絡

　

⑩
そ
の
他

文
責　

目
時　

誠

　

平
成
二
十
四
年
六
月
九
日
㈯
、
午
後
三

時
よ
り
仙
台
国
際
ホ
テ
ル
六
Ｆ
桐
の
間
に

於
い
て
、
帝
京
大
学
特
任
教
授
の
佐
藤
揵

先
生
を
お
招
き
し
て
、
論
文
の
作
成
方
法

に
つ
い
て
、
統
一
し
た
書
式
に
す
る
為
の

ご
講
義
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
勉
強
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
内
容
に
つ
き
ま
し

て
は
、
各
県
に
持
ち
帰
り
、
来
年
七
月

二
十
日
・
二
十
一
日
に
仙
台
国
際
セ
ン

タ
ー
開
催
さ
れ
ま
す
日
本
柔
道
整
復
師
会

東
北
学
会
で
の
研
究
発
表
論
文
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
因
み
に
、

当
会
に
於
き
ま
し
て
は
、
従
前
よ
り
宮
城

県
「
柔
道
整
復
学
」
構
築
学
会
論
文
投
稿

規
定
を
広
報
誌
に
て
、
毎
回
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
、
こ
の
度
の
勉
強
会
で

も
、
規
定
と
し
て
大
変
整
備
さ
れ
て
い
る

と
の
評
価
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

改
め
て
加
筆
さ
せ
て
い
た
だ
く
点
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
広
報
誌
の
該
当
ペ
ー
ジ
に
お

目
通
し
い
た
だ
き
ま
し
て
、
そ
れ
に
倣
い

研
究
発
表
の
際
の
論
文
を
作
成
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

参
集
者

帝
京
大
学
医
療
技
術
学
部
柔
道
整
復
科
特

任
教
授

宮
城
県
「
柔
道
整
復
学
」
構
築
学
会

名
誉
副
会
長　
　

佐
藤　
　

揵
先
生

日
本
柔
道
整
復
師
会
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会

学
術
部
員
（
順
不
同
・
敬
称
略
）　

　
　
　
　
　
　
　

鶴
田　

直
司（
青
森
県
）

　
　
　
　
　
　
　

笹
山　
　

明（
岩
手
県
）

　
　
　
　
　
　
　

赤
川　

和
浩（
秋
田
県
）

　
　
　
　
　
　
　

奥
山　

治
朗（
山
形
県
）

　
　
　
　
　
　
　

内
籐　

良
博（
福
島
県
）

　
　
　
　
　
　
　

目
時　
　

誠（
宮
城
県
）

文
責　

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会
学
術
部
員

目
時　

誠

　
日
本
柔
道
整
復
師
会
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
術
部
勉
強
会
開
催
報
告
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当
会
の
豊
嶋
会
長
は
、
公
益
社
団
法
人

日
本
柔
道
整
復
師
会
の
理
事
（
保
険
部
会

保
険
部
員
理
事
・
介
護
保
険
リ
ー
ダ
ー
）

で
も
あ
り
、
そ
の
立
場
か
ら
、
柔
道
整
復

師
が
介
護
保
険
分
野
に
ど
う
か
か
わ
っ
て

い
く
か
一
つ
の
道
筋
（
可
能
性
）
を
示
さ

れ
ま
し
た
。（
下
記
新
聞
記
事
参
照
）

トピックス
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前
号
で
も
紹
介
し
ま
し
た
、当
会
会
員
佐
々
木
智
徳
会
員
（
加
美
町
）
は
、

二
月
七
日
に
和
歌
山
市
で
開
か
れ
た
商
工
会
青
年
部
の
主
張
全
国
大
会
に
出

場
さ
れ
ま
し
た
。
佐
々
木
会
員
は
、
介
護
分
野
に
も
力
を
入
れ
て
お
ら
れ
、

部
分
医
療
を
業
と
す
る
柔
道
整
復
師
と
し
て
、
医
療
と
介
護
の
切
れ
目
な
い

生
活
圏
域
に
お
け
る
選
択
的
サ
ー
ビ
ス
を
実
践
で
き
る
地
域
資
源
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

加美町・佐々木智徳会員表敬訪問
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モ
ン
ゴ
ル
国
指
導
者
講
師
派
遣
報
告

　
　
　
　
　
　
（
二
月
二
十
七
日
〜
三
月
二
十
六
日
）

埃
っ
ぽ
い
モ
ン
ゴ
ル

　

世
界
で
最
も
寒
い
首
都
は
ど
こ
だ
か
御

存
知
だ
ろ
う
か
。
モ
ン
ゴ
ル
の
ウ
ラ
ン

バ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
内
陸
に
あ
る
せ
い
で

あ
ろ
う
、
マ
イ
ナ
ス
四
十
〜
五
十
度
に
な

る
と
い
う
。
そ
ん
な
極
寒
を
体
験
し
て
み

た
い
気
持
ち
も
あ
っ
て
、
寒
暖
計
持
参
で

モ
ン
ゴ
ル
の
地
に
立
っ
て
み
た
。
だ
が
残

念
な
こ
と
に
、
二
月
末
は
極
期
は
過
ぎ
去

り
、
マ
イ
ナ
ス
二
十
五
度
し
か
体
験
で
き

な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
濡
れ
タ
オ
ル
を
振

り
回
せ
ば
、
間
も
な
く
凍
り
つ
い
た
が
、

日
本
で
想
像
し
て
い
た
程
寒
く
は
な
い
。

マ
イ
ナ
ス
十
度
位
な
ら
Ｔ
シ
ャ
ツ
一
枚
で

屋
外
に
出
て
も
そ
う
寒
く
は
な
い
。
唯
、

耳
や
指
尖
な
ど
肌
の
露
出
し
た
と
こ
ろ
は

痛
く
感
じ
る
が
、
ゾ
ク
ゾ
ク
し
て
鳥
肌
が

立
つ
よ
う
で
は
な
い
。
空
気
が
乾
燥
し
て

日
本
人
抑
留
者
慰
霊
碑
を
訪
ね
て

　

か
つ
て
日
本
と
モ
ン
ゴ
ル
の
間
に
は
不

幸
な
時
代
が
あ
っ
た
。
日
本
が
実
効
支
配

し
て
い
た
満
州
と
ソ
連
と
友
好
の
深
い
モ

ン
ゴ
ル
と
の
間
で
、
国
境
線
を
め
ぐ
っ
て

軍
事
衝
突
が
起
き
た
。
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件

で
あ
る
。
更
に
日
ソ
不
可
侵
条
約
を
破
っ

た
ソ
連
軍
が
対
日
宣
戦
を
布
告
す
る
と
モ

ン
ゴ
ル
は
こ
れ
に
従
っ
た
。
モ
ン
ゴ
ル
の

参
戦
七
日
後
に
終
戦
を
迎
え
た
。
モ
ン
ゴ

い
る
せ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
乾
燥
の
せ
い

で
、
ホ
テ
ル
滞
在
中
静
電
気
に
悩
ま
さ
れ

た
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
ボ
タ
ン
を
押
す
時
、

部
屋
の
ド
ア
に
触
れ
た
時
等
、
日
に
何
度

も
イ
ヤ
な
思
い
を
さ
せ
ら
れ
た
。
町
の
空

気
は
乾
い
て
埃
っ
ぽ
い
。
町
自
体
が
周
囲

を
な
だ
ら
か
な
丘
に
囲
ま
れ
て
盆
地
の
底

に
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
、
車
の
排
気
ガ

ス
が
溜
ま
っ
た
状
態
に
な
る
。
更
に
首
都

で
あ
っ
て
も
板
塀
に
囲
ま
れ
た
中
に
ゲ
ル

（
テ
ン
ト
）
が
数
多
く
存
在
し
、
石
炭
で

暖
を
と
っ
て
い
る
の
で
煙
が
ひ
ど
い
。
ホ

テ
ル
の
窓
の
外
に
寒
暖
計
を
置
い
て
い
る

が
、
窓
を
開
け
た
瞬
間
煙
が
鼻
孔
を
刺
す
。

寒
暖
計
は
一
晩
で
埃
に
汚
れ
る
。
で
も
悪

い
こ
と
ば
か
り
で
も
な
い
の
は
通
勤
途
中

凍
結
し
た
坂
道
を
歩
く
の
だ
が
、
寒
気
と

埃
の
せ
い
で
案
外
滑
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横　
田　
良　

介
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ル
は
対
日
参
戦
の
恩
賞
と
し
て
、
ソ
連
が

抑
留
し
た
旧
日
本
軍
六
十
万
人
の
一
部
、

一
万
二
七
〇
〇
人
を
分
け
与
え
ら
れ
た
。

抑
留
者
は
主
に
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
の
建
設

に
当
て
ら
れ
た
。
町
の
中
心
と
な
っ
て
い

る
政
府
庁
舎
・
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
・
国
立

大
学
・
オ
ペ
ラ
座
・
ス
フ
バ
ー
タ
ル
広
場

な
ど
は
、
ほ
と
ん
ど
日
本
人
抑
留
者
の
犠

牲
の
上
に
で
き
あ
が
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

日
本
人
犠
牲
者
は
一
六
八
六
人
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。
町
の
中
心
か
ら
北
東
に
約

十
五
㎞
、
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
で
二
十
分
程

の
丘
陵
の
中
腹
に
、
日
本
人
抑
留
犠
牲
者

を
悼
む
慰
霊
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

我
々
指
導
者
三
人
は
、
日
曜
日
を
利
用
し

て
こ
こ
を
訪
れ
た
。
眼
下
に
ウ
ラ
ン
バ
ー

ト
ル
の
町
並
が
一
望
で
き
る
見
晴
ら
し
の

良
い
所
に
そ
れ
は
あ
っ
た
。
入
口
の
門
に

近
付
く
と
、
管
理
棟
か
ら
四
十
〜
五
十
代

の
女
性
が
出
て
き
て
扉
を
開
け
て
く
れ
た
。

静
か
な
口
調
と
穏
や
か
な
物
腰
か
ら
、
又

顔
立
ち
も
一
見
日
本
人
の
よ
う
に
思
わ
れ

た
。
尋
ね
る
と
違
っ
て
い
た
が
、
こ
こ
で

眠
る
犠
牲
者
も
、
こ
の
よ
う
な
人
に
守
ら

れ
て
屹
度
安
ら
か
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
た
。

　

施
設
内
は
途
中
で
階
段
を
昇
っ
て
い
く

の
だ
が
、
参
拝
路
は
滑
ら
な
い
よ
う
、
綺

麗
に
雪
を
掃
い
て
あ
っ
た
。
普
段
訪
れ
る

人
が
少
な
い
の
に
、
ま
し
て
や
雪
の
季
節

に
、
い
つ
誰
が
来
て
も
い
い
よ
う
に
、
充

分
手
入
れ
が
行
き
届
い
て
い
る
感
動
し
た
。

こ
の
て
の
施
設
は
、
荒
れ
る
に
ま
か
せ
た

状
態
の
も
の
が
往
々
に
し
て
見
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
尚
更
管
理
の
女
性
に
心
か
ら
謝

意
を
表
し
た
。

　

こ
の
施
設
で
は
不
思
議
な
体
験
を
し
た
。

広
い
丘
陵
の
中
腹
に
あ
る
慰
霊
施
設
は
、

身
の
丈
に
満
た
な
い
高
さ
の
半
円
形
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
塀
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
話
す
声
が
よ
く
響
き
、
大
き
く
聞
こ
え
、

何
人
も
の
人
が
話
す
か
の
よ
う
に
耳
に
届
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く
。
こ
こ
に
眠
る
日
本
人
抑
留
犠
牲
者
が
、

久
し
振
り
の
日
本
人
に
地
下
か
ら
一
斉
に
、

我
先
に
語
り
か
け
て
い
る
錯
覚
に
と
ら
わ

れ
た
。
勿
論
周
り
を
見
渡
し
て
も
、
声
が

反
響
す
る
環
境
に
は
な
い
。
半
円
状
の
塀

に
そ
の
効
果
が
あ
る
こ
と
も
思
え
な
い
。

や
は
り
、
自
分
達
の
こ
と
を
忘
れ
な
い
で

欲
し
い
と
い
う
脚
元
か
ら
の
声
が
そ
う
さ

せ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
強
い
望
郷

の
念
を
抱
き
な
が
ら
願
い
叶
わ
ず
斃
れ
た

無
念
の
声
が
重
な
り
合
っ
て
谺
と
な
っ
て

い
る
よ
う
に
思
え
る
。
施
設
の
中
央
に
大

き
な
黒
御
影
石
が
据
え
ら
れ
て
あ
る
。
表

面
に
モ
ン
ゴ
ル
全
土
の
地
図
が
刻
ま
れ
、

十
六
ヶ
所
の
収
容
所
が
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
石
盤
い
っ
ぱ
い
に
、
東
南
方
向
に

太
い
線
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
い

つ
か
帰
る
筈
だ
っ
た
故
国
日
本
に
向
か
っ

て
延
び
、
背
後
の
丘
を
越
え
た
そ
の
先
を

指
し
て
い
る
。
先
人
の
死
を
無
駄
に
し
て

は
な
ら
な
い
と
固
く
心
に
誓
い
、
花
を
手

向
け
て
合
掌
し
た
。
何
故
か
、
帰
り
脚
は

軽
く
、
清
々
し
い
気
持
ち
に
包
ま
れ
た
。

モ
ン
ゴ
ル
で
の
こ
の
事
業
に
、
更
に
熱
気

が
湧
い
て
き
た
。
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評
議
員
会
は
、
宮
城
県
柔
道
整
復
師
会

会
員
と
、
会
員
以
外
の
外
部
意
見
を
幅
広

く
聞
き
、
会
運
営
に
反
映
す
る
為
、
本
会

の
中
に
設
置
さ
れ
て
い
る
会
で
す
。

　

評
議
員
会
は
「
評
議
員
会
規
定
」
の
基
、

八
名
で
構
成
さ
れ
、
任
期
は
二
年
、
会
長

以
下
理
事
・
監
事
の
役
員
は
兼
ね
る
事
が

出
来
ま
せ
ん
。

　

役
割
は
、
理
事
会
よ
り
付
託
さ
れ
た
事

項
、
及
び
、
重
要
な
計
画
や
実
行
に
関
す

る
事
項
を
審
議
し
、
そ
の
意
見
を
理
事
会

へ
上
申
、
又
は
、
理
事
会
で
述
べ
る
事
が

出
来
ま
す
。
更
に
、「
理
事
会
は
意
見
を

尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
規
定

第
４
条
（
権
限
）
に
記
載
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

本
会
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
こ
の
よ
う
な

評
議
員
を
設
置
し
て
広
く
意
見
を
聞
い
て

い
る
こ
と
と
、
評
議
員
に
会
員
以
外
に
広

く
外
部
か
ら
、
柔
整
学
校
関
係
者
・
学
識

経
験
者
・
女
性
の
人
を
幅
広
く
任
命
し
て

い
る
事
で
す
。
こ
れ
は
、
任
命
す
る
現
役

員
の
度
量
の
大
き
さ
の
証
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
が
、
色
々
な
角
度
の
違
う
意
見
・
要

望
な
ど
が
出
て
、
会
の
執
行
に
反
映
さ
れ

て
い
る
の
か
と
思
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
次
の
通
り
で
す
。

評
議
員
会
議
長

寺
澤　

豊
志
様
（
佐
沼
整
骨
院
院
長
）

評
議
員

鮱
名　
　

滿
様

　
　

�
社
団
法
人　

宮
城
県
交
通
安
全
協
会

専
務
理
事

高
橋　

武
彦
様

　
　

�

財
団
法
人　

赤
門
学
士
院　

赤
門
鍼

灸
柔
整
専
門
学
校　

教
務
課
主
任

松
川
い
ず
み
様

　
　

仙
台
接
骨
医
療
専
門
学
校　

講
師

杉
浦　

永
子
様

　
　

第
一
印
象
研
究
所　

代
表

大
江　

惠
子
様

　
　

�

め
ぐ
み
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所　

特
定
社
会
保
険
労
務
士

　
　

文
責　

宮
城
県
柔
道
整
復
師
会

評
議
員
会

評
議
員
会
て

ど
ん
な
組
織
？



41

① 氏名　② 生年月日　③ 院名　④ 開設年月日　⑤ 出身校　⑥ 出身地　⑦ 趣味・特技　⑧ 理念

新入会員紹介

①　木村　健志
②　昭和57年3月7日
③　きむら整骨院
④　平成24年4月1日
⑤　仙台接骨医療専門学校（東北柔専）
⑥　岩手県盛岡市
⑦　趣味：釣り　特技：家庭菜園
⑧　�日々地域の健康、医療の役に立てるように

向上心を持ち仕事に励みたいと思います。

①　作山　仁一 
②　昭和52年1月11日
③　ささき鍼灸整骨院 
④　平成24年4月11日 
⑤　赤門鍼灸柔整専門学校 
⑥　福島県 
⑦　趣味→旅行　特技→歌 
⑧　明るく楽しく真剣に

①　鈴木　善博
②　昭和59年4月18日
③　すずきよしひろ整骨院
④　平成24年7月17日
⑤　仙台接骨専門学校
⑥　石巻市
⑦　趣味、治療・洗車
　　特技、田んぼのすまっこ植え
⑧　�患者さんが笑顔でより良い人生、生活を送っ

ていただけるように治療する。

①　姉崎　仁
②　昭和61年4月16日
③　ぬくもりの接骨院　en（えん）
④　平成24年4月1日（ちなみに院長交代です）
⑤　赤門鍼灸柔整専門学校
⑥　長野県
⑦　食べ歩きと食べた分身体を動かすこと！
⑧　�老若男女誰もが入りやすい地域に根付いた

アットホームな整骨院を目指しております。
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①　二瓶　真一
②　昭和59年7月20日
③　フィット接骨院
④　平成24年4月1日　分院長交代
⑤　仙台接骨医療専門学校
⑥　福島県
⑦　野球・サッカー日本代表の応援
⑧　�業界の発展と社会貢献出来るよう、一生懸

命頑張りたいと思いますので、ご指導の程
宜しくお願い致します。

①　三瓶　隆弘
②　昭和60年6月1日
③　まえだ中央整骨院
④　平成24年4月1日
⑤　東北柔専　仙台接骨医療専門学校
⑥　宮城県仙台市
⑦　バスケットボール、スポーツ観戦
⑧　�患者様のニーズに少しでも応えられるよう

に日々勉強！日々努力！

①　横浜　章智
②	 昭和60年11月21日
③	 よこはま整骨院
④	 平成24年4月6日
⑤	 赤門鍼灸柔整専門学校
⑥	 青森県十和田市
⑦	 読書、釣り、ネットサーフィン
⑧	� 一人一人の患者様を大切にし、より早く治

ることを理想として治療をしていきたいと
思っております。

①　伊藤　裕
②　昭和53年11月28日
③　わかば接骨院
④　平成24年4月11日
⑤　仙台接骨医療専門学校
⑥　仙台市若林区若林
⑦　趣味：釣り、サッカー、バイク
⑧　地元に根差した接骨院

①　横田　泰憲
②　昭和59年6月2日
③　泉中央杜都整骨院
④　平成24年３月26日（院長交代）
⑤　日本工学院北海道専門学校（柔整）
　　赤門鍼灸柔整専門学校（鍼灸）
⑥　北海道
⑦　バイクでツーリング、自然を感じる事
⑧　�私たちはみなさまの心と体を良くし、地域

社会に貢献します。
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①　緑川　富洋
②　昭和58年12月10日
③　楽動青山整骨院
④　平成24年4月1日（院長交代）
⑤　赤門鍼灸柔整専門学校
⑥　福島県
⑦　ドライブ
⑧　�短時間型デイサービスも併設していますが、患

者様、利用者様、またスタッフからも笑顔であ
りがとうと言って頂ける職場を目指しています。

①　中川　裕章
②　昭和56年5月15日
③　中川接骨院
④
⑤　杏文学園　東京柔道整復専門学校
⑥　宮城県
⑦　趣味：家族旅行、特技：柔道
⑧　�　本部団体公益社団法人日本柔道整復師会

及び社団法人宮城県柔道整復師会の提唱す
る、我々柔道整復師は部分医療を業とする、
骨折、捻挫、打撲、挫傷及び運動器系の急性、亜急性疾患に対するプロであり、科学的
根拠に基づく臨床効果を十分に発揮し得る機能訓練指導員の資格をも有するプロであ
ることに責任を持ち実践する。
　また、我々は「医療と介護の切れ目ない生活圏域における選択的サービス」を実践で
きる国家資格者として、介護現場において、「求められる柔道整復師」、「応える柔道整
復師」と成り得る為の、更なる強烈なスキルアップ対策と環境整備自らが実践し、自身
の保有資格である柔道整復師の「立ち位置」は「どこにあるのか」の棲み分けを明確に
しなければならない事を意識して真摯に業務に取り組む。

①　會澤　文朗
②	 昭和55年2月21日
③	 本間整骨院
④	 平成24年6月1日（院長就任日）
⑤	 仙台接骨医療専門学校
⑥	 宮城県
⑦	 読書、陶器鑑賞
⑧	 痛みは必ず治す！

①　石倉　拓哉
②	 昭和60年7月8日
③	 良心整骨院
④	 平成24年5月22日
⑤	 赤門鍼灸柔整専門学校
⑥	 宮城県仙台市
⑦	 釣り
⑧	� モラルを学び守ること、そして1日でも早く患者

様が良くなっていく為には何が必要なのか、ま
たそれについて勉強し施術していくことです。
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①　柴田　匡一郎
②　昭和50年12月13日
③　仁接骨院
④　平成24年4月1日
⑤　仙台接骨医療専門学校
⑥　宮城県塩竈市
⑦　ドライブ、旅行が趣味です
⑧　日常に地域貢献を取り入れた環境づくり

①　弓田　龍輔
②　昭和58年10月20日
③　杜のすずめの整骨院
④　平成24年4月2日
⑤	 赤門鍼灸柔整専門学校
⑥　福島県
⑦　登山、サイクリング
⑧　笑顔・謙虚・真心

①　藤巻　剛
②　昭和51年10月16日
③　あおぞら整骨院
④　平成24年5月11日
⑤　仙台接骨医療専門学校
⑥　北海道函館市
⑦　音楽鑑賞　旅行　腕相撲
⑧　�患者さんが何でも相談でき、安心感を与えら

れる雰囲気を作る。治療は勿論、日々の体調
管理をサポートできるよう努める事です。
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東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
三
ヶ
月
が
経

ち
ま
し
た
。
振
り
返
っ
た
り
総
括
で
き
る

よ
う
な
時
期
で
も
立
場
で
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、
備
忘
録
的
に
当
時
の
一
部
を
振
り
返

り
、
現
在
の
心
境
の
一
端
を
書
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

震
災
当
日
、
多
く
の
先
生
方
同
様
、
私

も
施
術
中
で
あ
り
ま
し
た
。
数
人
の
患
者

さ
ん
が
来
院
し
て
い
ま
し
た
。
大
き
く
長

い
揺
れ
に
全
く
も
っ
て
何
も
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
揺
れ
の
お
さ
ま
り
を
待
っ
て
患

者
さ
ん
を
外
へ
誘
導
し
、
早
急
に
帰
宅
す

る
よ
う
促
し
ま
し
た
。
町
内
の
患
者
さ
ん

を
自
宅
ま
で
車
で
送
り
、
町
中
の
古
い
家

屋
や
塀
が
倒
壊
し
て
い
る
の
を
目
の
当
た

り
に
し
ま
し
た
。
直
ぐ
に
携
帯
でtw

itter

を
見
た
と
こ
ろ
、
や
は
り
宮
城
県
沖
で
来

る
と
言
わ
れ
て
た
天
災
が
遂
に
来
た
の
だ

と
確
認
し
ま
し
た
。
津
波
の
情
報
も
既
に

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
上
に
流
れ
て
い
ま
し
た
。

震
災
の
数
日
前
の
震
度
五
弱
の
際
も
津
波

の
警
戒
がtw

itter

で
流
れ
ま
し
た
が
、
数

  「
今
」津
津

十
セ
ン
チ
程
度
の
波
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
今
回
も
さ
し
て
大
き
な
被
害
が
出
る

と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

日
が
暮
れ
る
頃
に
は
携
帯
も
不
通
に
な

り
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
全
て
が
完
全
に
寸
断

さ
れ
ま
し
た
。
人
生
で
初
め
て
の
経
験
に

不
謹
慎
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
感
じ
た
こ

と
の
無
い
高
揚
感
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
晩
の
夜
空
は
一
生
忘
れ
る
こ
と
が
で

き
な
い
ほ
ど
、
静
寂
の
闇
の
中
、
煌
煌
と

無
数
の
星
が
美
し
く
輝
い
て
い
ま
し
た
。

そ
の
美
し
い
夜
空
の
下
で
感
じ
た
表
現
で

き
な
い
高
揚
感
は
二
度
と
経
験
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
倒
錯
し
た
感
覚
だ

と
思
い
ま
す
。
今
思
え
ば
普
通
の
心
理
状

態
で
は
な
か
っ
た
と
は
思
い
ま
す
が
、
当

時
は
本
気
で
全
て
が
終
わ
っ
た
、
接
骨
院

な
ど
こ
れ
か
ら
継
続
で
き
る
わ
け
も
無
い
、

と
本
気
で
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
ど
う

や
っ
て
子
供
と
嫁
さ
ん
と
生
き
て
い
こ
う

か
・
・
そ
の
思
い
は
絶
望
や
不
安
と
い
う

よ
り
何
故
か
時
代
の
大
き
な
シ
フ
ト
が
訪

れ
る
期
待
感
と
高
揚
感
に
満
ち
溢
れ
て
い

ま
し
た
。
と
に
か
く
ま
と
も
な
心
理
状
態

で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

震
災
の
次
の
日
、
避
難
中
に
肩
関
節
を

脱
臼
し
た
二
十
代
の
男
性
が
南
三
陸
町
か

ら
泥
だ
ら
け
で
来
院
し
ま
し
た
。
患
者
さ

ん
は
興
奮
し
な
が
ら
携
帯
で
撮
影
し
た
津

波
の
惨
状
の
画
像
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
が
た
い
の
い
い
青
年
の
肩
は
一
晩

経
っ
て
る
こ
と
も
あ
り
簡
単
に
動
い
て
は

く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
整
復
操
作
を
し
て

る
間
も
震
度
五
ぐ
ら
い
の
余
震
が
止
み
ま

せ
ん
で
し
た
。
あ
の
非
日
常
感
は
一
生
忘

れ
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
何
と
か
整
復

を
完
了
し
、
志
津
川
〜
歌
津
の
惨
状
を
当

事
者
か
ら
聞
き
、
や
は
り
と
ん
で
も
な
い

こ
と
が
起
き
た
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

次
の
日
地
元
の
中
学
校
に
南
三
陸
の
方

が
避
難
し
て
る
こ
と
を
知
り
、
ベ
ッ
ト
を

一
台
持
ち
込
ん
で
や
れ
る
範
囲
で
の
施
術

に
あ
た
り
ま
し
た
。
四
百
名
近
く
の
被
災

者
で
完
全
に
キ
ャ
パ
オ
ー
バ
ー
の
体
育
館

は
混
沌
と
し
、
情
報
が
錯
綜
す
る
中
、
行

政
の
担
当
の
方
は
憔
悴
し
き
っ
て
い
ま
し

た
。
当
院
は
歴
史
的
に
南
三
陸
の
患
者
さ

ん
、
特
に
漁
師
さ
ん
に
頻
繁
に
来
院
い
た

だ
い
て
ま
し
た
。
多
忙
だ
っ
た
昭
和
五
十

年
代
。
両
親
は
殆
ど
育
児
な
ど
放
棄
し

日
々
の
施
術
に
邁
進
し
て
い
た
た
め
、
私

は
来
院
す
る
南
三
陸
の
患
者
さ
ん
や
入
室

中
の
漁
師
さ
ん
と
そ
の
子
供
さ
ん
に
よ
く

遊
ん
で
も
ら
い
成
長
し
ま
し
た
。
で
す
の
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で
昔
か
ら
南
三
陸
の
方
々
に
は
大
変
な
ご

恩
を
感
じ
て
お
り
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和

五
十
四
年
に
父
が
病
床
に
伏
せ
た
際
に
施

療
の
代
行
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
志
津

川
の
菅
原
先
生
と
イ
ン
タ
ー
ン
で
来
て
い

た
だ
い
て
た
八
木
山
の
土
田
先
生
で
し
た
。

両
先
生
の
ご
尽
力
、
お
力
で
今
日
、
当
院

は
途
切
れ
る
こ
と
な
く
私
の
代
ま
で
存
続

で
き
、
今
も
感
謝
の
気
持
ち
が
絶
え
ま
せ

ん
。
そ
の
菅
原
先
生
の
施
術
所
も
被
災
さ

れ
た
こ
と
を
避
難
所
の
方
か
ら
聞
き
、
先

生
の
ご
無
事
を
確
認
で
き
た
も
の
の
施
術

所
は
お
ろ
か
、
町
そ
の
も
の
が
完
全
に
流

さ
れ
た
こ
と
を
聞
き
唖
然
と
す
る
し
か
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
最
近
に
な
り
、
菅
原

先
生
が
施
術
所
を
再
開
な
さ
る
と
い
う
朗

報
を
聞
き
、
大
変
な
ご
決
断
と
ご
意
志
に

敬
服
す
る
と
共
に
、
恩
人
で
あ
る
菅
原
先

生
や
南
三
陸
の
方
々
に
何
も
お
返
し
で
き

て
い
な
い
自
分
の
非
力
さ
不
甲
斐
な
さ
を

痛
感
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
被
災
地
の
混

迷
を
聞
く
に
つ
け
、
そ
の
思
い
は
日
々
増

す
ば
か
り
で
す
。

　
　
　

広
報
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

柴
田　

道
文

　

私
達
の
ま
わ
り
に
は
沢
山
の
情
報
が
溢

れ
、
そ
の
気
に
な
れ
ば
、
い
つ
で
も
判
断

や
行
動
に
必
要
な
状
況
、
事
情
に
関
す
る

知
識
を
集
め
る
事
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

そ
れ
ほ
ど
知
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
名
前
、
名
称
、
業
種
な
ど
受
け

取
る
側
の
知
識
や
経
験
に
よ
り
伝
わ
る
情

報
。
さ
ら
に
そ
れ
を
元
に
し
て
作
ら
れ
る
、

イ
メ
ー
ジ
や
連
想
す
る
事
な
ど
、
基
本
的

な
事
柄
で
す
が
、
と
て
も
大
事
な
も
の
で

す
。そ
こ
で
今
回
は
、私
達
の
言
葉
（
文
字
）

に
つ
い
て
少
し
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　

ま
ず
名
称
な
ど
の
「
名
」
で
す
が
、
漢

字
の
六
書
で
は
会
意
文
字
で
す
。
六
書
と

は
、
漢
字
の
成
り
立
ち
と
解
釈
に
つ
い
て

六
つ
の
原
理
、
象
形
、
指
事
、
会
意
、
形
声
、

転
注
、
仮
借
の
六
つ
を
表
し
、
会
意
は
複

数
の
字
を
意
味
で
組
み
合
わ
せ
、
新
し
い

字
を
作
る
方
法
で
す
。「
名
」
は
会
意
、「
夕
」

と
「
口
」
を
合
わ
せ
て
、
夕
や
み
の
中
で

相
手
に
名
を
告
げ
る
。
な
の
る
の
意
味
で
、

ひ
い
て
は
名
前
の
意
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
「
夕
」
は
月
、「
口
」
は
日
の
省
略
形

で
「
明
」
あ
き
ら
か
の
略
字
と
も
な
っ
て

い
ま
す
。

　
「
接
」
と
は
形
声
で
、
音
を
表
す
部
分

と
意
味
を
表
す
部
分
を
、
組
み
合
わ
せ
て

漢
字
を
つ
く
る
方
法
で
す
。
て
へ
ん
は
手

の
省
略
形
、
手
の
動
き
と
関
わ
る
文
字
で

す
。
ま
た
「
手
」
は
象
形
で
、
五
本
の
指

と
手
の
ひ
ら
、
手
く
び
の
形
を
描
い
て
物

を
つ
か
む
「
手
」
の
意
を
表
し
て
い
ま
す
。

「
妾
」
は
シ
ョ
ウ
、
音
符
で
漢
字
の
字
音

を
示
す
部
分
、
と
る
意
味
を
も
つ
「
執
」

シ
ュ
ウ
の
字
に
あ
て
は
め
た
文
字
で
す
。

「
執
」
は
会
意
で
、「
幸
」
は
罪
人
の
意
、

「
丸
」
は
手
で
つ
か
む
意
で
合
わ
せ
て
罪

人
を
と
ら
え
る
意
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
「
整
」
は
形
声
、「
敕
」
と
音
符
の
「
正
」

セ
イ
と
か
ら
な
り
ま
す
。「
束
」
は
象
形
、

木
の
枝
を
ひ
も
で
く
く
っ
た
形
で
、
集
め

て
ひ
も
で
締
め
つ
け
る
、
た
ば
ね
る
意
を

表
し
て
い
ま
す
。
ま
た
音
符
の
「
束
」
ソ

ク
は
「
直
」
チ
ョ
ク
、
ま
っ
す
ぐ
の
意
を

も
ち
ま
す
。「
攵
」
は
会
意
形
声
、「
攴
」「
卜
」

ボ
ク
棒
や
木
の
む
ち
を
手
に
持
っ
た
形
で
、

棒
で
た
た
く
、
う
つ
意
を
表
し
省
略
形
の

「
攵
」
と
な
り
、
う
つ
む
ち
打
つ
な
ど
動
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作
を
表
す
文
字
で
す
。「
敕
」
チ
ョ
ク
は
、

打
っ
て
ま
っ
す
ぐ
に
た
だ
す
意
と
な
り
、

こ
れ
ら
か
ら
「
い
ま
し
め
る
」
の
意
を
も

ち
、
と
と
の
え
る
意
味
を
も
ち
ま
す
。

　
「
正
」
の
字
は
「
止
」
を
も
と
に
し
て

つ
く
ら
れ
て
お
り
、
足
の
状
態
や
動
作
と

関
係
す
る
文
字
で
「
足
」「
疋
」
な
ど
の

仲
間
で
す
。「
止
」
は
象
形
で
、
足
あ
と

や
足
首
の
形
を
表
し
て
い
ま
す
。
ま
た

「
趾
」
の
原
字
で
、
足
を
と
め
て
動
か
な
い
、

と
ま
る
と
ど
ま
る
の
意
を
表
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
「
正
」
の
字
も
象
形
で
、
足
の
つ

け
ね
か
ら
ひ
ざ
が
し
ら
、
ふ
く
ら
は
ぎ
、

足
あ
と
を
合
わ
せ
た
形
を
表
し
、
膝
か
ら

下
の
ま
っ
す
ぐ
で
曲
が
ら
な
い
部
分
の
意

か
ら
「
た
だ
し
い
、
た
だ
す
」
の
意
と
な

り
ま
す
。「
整
」
の
字
は
「
敕
」
い
ま
し

め
る
と
、「
正
」
と
と
の
え
る
意
と
か
ら

な
り
、
注
意
し
て
と
と
の
え
な
ら
べ
る
意

を
表
し
て
い
ま
す
。

　
「
医
」
も
と
は
「
醫
」
形
声
で
音
符
の

「

」
エ
イ
澄
む
意
と
「
酉
」
か
ら
な
り
、

薬
と
し
て
用
い
る
澄
ん
だ
酒
の
意
か
ら

「
い
や
す
」
意
と
な
り
ま
し
た
。「
医
」
は

会
意
、
は
こ
が
ま
え
は
象
形
で
、
木
の
枝

や
竹
な
ど
で
編
ん
だ
「
方
形
」、
は
こ
の

形
を
表
し
、「
方
」
の
原
字
で
す
。
は
こ
、

容
器
、
あ
る
い
は
規
則
た
だ
し
い
事
物
と

か
か
わ
る
文
字
で
す
。
ま
た
同
じ
形
の
か

く
し
が
ま
え
は
指
事
。
六
書
の
指
事
は
位

置
数
量
な
ど
、
線
や
点
を
加
え
て
抽
象
的

な
意
味
を
示
す
方
法
で
、「
上
下
本
末
」

な
ど
で
す
。
そ
し
て
か
く
し
が
ま
え
は
、

上
か
ら
ふ
た
や
覆
い
を
の
せ
て
下
の
物
を

隠
す
さ
ま
を
示
し
て
い
ま
す
。「
矢
」
は
象

形
、
上
方
に
矢
じ
り
下
方
に
羽
を
描
い
た

形
で
、
弓
の
「
や
」
の
意
を
表
し
て
い
ま

す
。「
殳
」
ほ
こ
づ
く
り
は
会
意
、
先
端

部
が
太
い
棒
と
右
手
を
あ
わ
せ
て
、
ほ
こ

や
つ
え
ぼ
こ
な
ど
武
器
を
持
ち
ほ
こ
で
打

つ
意
を
表
し
て
い
ま
す
。
ま
た
同
じ
ほ
こ

づ
く
り
で
も
「
戈
」
は
、
握
り
の
つ
い
た

木
の
柄
に
金
属
の
刃
を
取
り
付
け
た
武
器

を
表
し
て
い
ま
す
。
医
は
隠
す
と
矢
を
合

わ
せ
て
、
矢
を
入
れ
る
道
具
「
う
つ
ぼ
」

の
意
で
、「
醫
」
と
「
医
」
は
も
と
別
字

で
す
が
、
省
略
形
と
し
て
「
医
」
を
用
い

る
様
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
醫
」
の
ほ
こ
づ
く
り
と
う
つ
ぼ
で
、

澄
む
意
と
な
る
こ
と
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
醫
酒
の
表
現
で
甘
酒
、
梅
酢
の
意

味
ら
し
く
、

は
醜
い
姿
の
こ
と
で
酒
を

薬
と
す
る
意
味
と
、

は
病
気
の
時
の
声

エ
イ
で
、
酒
で
治
療
を
表
す
。
ま
た

は

矢
を
呪
器
と
し
て
用
い
る
儀
礼
を
表
し
、

酒
を
使
う
と
す
る
説
や
、
毉
が
も
と
も
と

医
師
を
表
し
、
醫
が
甘
酒
の
意
で

や
臆

な
ど
も
甘
酒
の
意
味
を
さ
す
異
体
字
だ
そ

う
で
す
。

　
「
療
」
は
形
声
、
病
気
と
音
符
の
「
尞
」

リ
ョ
ウ
乱
れ
た
も
の
を
お
さ
め
る
意
と
か

ら
な
り
、
病
気
や
傷
を
治
め
る
治
す
意
を

表
し
て
い
ま
す
。
ま
た
や
ま
い
だ
れ
は
会

意
形
声
、「
爿
」
ソ
ウ
「
牀
」
の
省
略
形

で
寝
台
を
表
し
、
人
と
を
合
わ
せ
て
寝
て

い
る
様
を
表
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
思

い
つ
く
ま
ま
に
書
き
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

私
達
の
仕
事
を
表
す
文
字
の
意
味
が
な
ん

と
な
く
理
解
で
き
た
で
し
ょ
う
か
。
夕
闇

で
も
相
手
に
解
る
、
名
乗
る
事
で
安
心
や

信
頼
が
伝
わ
る
。
こ
れ
ら
私
達
の
文
字
に

「
類
似
」
や
「
代
替
」「
補
完
」
な
ど
の
文

字
は
相
応
し
く
な
い
と
確
信
し
ま
す
。

広
報
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

庄
子　

和
良
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依頼団体名 日時 合計

特定非営利活動法人　スペシャルオ
リンピックス日本・宮城

5/27 1

名取市中学校体育連盟 6/2 4

名取市中学校体育連盟 6/3 2

宮城県警察本部 6/7 1

仙台市中学校体育連盟柔道専門部 6/9〜10 2

仙台市中学校体育連盟柔道専門部 6/11 1

特定非営利活動法人　スペシャルオ
リンピックス日本・宮城

6/10 1

石巻地区中体連柔道専門部 6/10 3

特定非営利活動法人　スペシャルオ
リンピックス日本・宮城

6/17 1

仙台市障害者スポーツ協会 6/17 1

葉山地域包括支援センター 6/20 3

仙台中央警察署協議会 6/20 1

仙台市障害者スポーツ協会 6/24 3

特定非営利活動法人　スペシャルオ
リンピックス日本・宮城

6/24 2

村田町小中父母教師会連合会 6/24 2

宮城県柔道少年団 6/24

気仙沼登米地区柔道スポーツ少年団
協議会

6/30

依頼団体名 日時 合計

塩竈剣道連盟 3/4 1

石巻市スポーツ少年団　石巻地区ス
ポーツ少年団連絡協議会

3/4 1

宮城県柔道少年団 3/25 2

ピコせんサポーター 3/31 1

仙台市中学校体育連盟柔道専門部 4/14 2

石巻柔道協会 4/15 2

特定非営利活動法人　スペシャルオ
リンピックス日本・宮城

4/15 1

塩竃市バレーボール協会 4/22 2

石巻柔道協会 5/3 2

仙台市障害者スポーツ協会 5/13 1

宮城県柔道連盟 5/13 1

たつがねMTB大会実行委員会 5/13 2

特定非営利活動法人　スペシャルオ
リンピックス日本・宮城

5/13 1

石巻支部高体連柔道専門部 5/13 1

仙台市障害者スポーツ協会 5/20 1

宮城県柔道連盟 5/26 1

宮城県柔道連盟 5/27 1

仙台市障害者スポーツ協会 5/27 1

SVM活動状況
（平成24年3月1日～平成24年6月30日迄）
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平成23年12月～平成24年6月　会務報告
3　　月 2　　月 24年　　1　　月 23年　　12　　月

1 木 接骨医学会理事会in東京
公益法人制度相談会 1 水 1 祝

日 1 木 開設者面接

2 金 震災記録誌会議 2 木 2 月 2 金

3 土 統合医療学会発表 3 金 介護事業企画室会議 3 火 3 土 H23地域別保険研修　若林

4 日 臨時理事会 4 土 日整介護委員会in日整 4 水 新年祝賀会、事務局休暇↑ 4 日

5 月 月初送金
顧問秋葉議員の集い 5 日 顧問県議今野議員「県政報

告会」 5 木 宮城県医師会新年会
仕事始め 5 月 月初送金

6 火
申請書提出締切日
柔道大会特別講師との打合せ
サイエンス取材

6 月 月初送金・申請書提出締切
日 6 金

月初送金・申請書提出締切日
政治資金規正法説明会
仙台市医師会新年会

6 火 申請書提出締切日
新入会員保険勉強会

7 水 新入会員保険勉強会 7 火 新入会員保険勉強会
広報編集会議 7 土 新入会員保険勉強会 7 水

8 木 赤門鍼灸柔整専門学校卒業式
第8回介護事業企画室会議 8 水 第5回介護事業企画室会議

公認会計士公益申請相談 8 日 8 木

9 金 ミニ学会関連打ち合わせ 9 木 日整学術部会in日整
保険部会 9 祝

月 9 金

10 土 仙台接骨医療専門学校卒業
式 10 金 顧問土井議員新春の集い 10 火 第2回介護事業企画室会議 10 土

H23地域別保険研修　泉区
「柔道整復学」構築研究委員会
東北柔道整復師連合会柔道部会

11 日 23年度通常総会 11 祝
土 11 水 日整学術部会 11 日 機能訓練指導員認定柔道整復師

フォローアップ講習会in赤門

12 月 12 日 12 木 緊急理事会 12 月 日整学校説明会in赤門

13 火 保険部会 13 月 13 金 赤十字有功会員懇談会
広報編集会議　　保険部会 13 火

14 水 仙台医健専門学校卒業式
新入会員面接 14 火 統合医療東北支部発表準備 14 土 14 水

15 木 15 水 第6回介護事業企画室会議 15 日 15 木 広報誌発送

16 金 柔道整復療養費審査委員会 16 木 柔道整復療養費審査委員会 16 月 柔道整復療養費審査委員会 16 金 柔道整復療養費審査委員会

17 土
Ｈ２３地域別保険研修 in石
巻、気仙沼、本吉
健生卒業式
東北連合会　監査会

17 金 三役回･理事会
監査会･監査講評 17 火 17 土

18 日 18 土 Ｈ２３地域別保険研修
in仙南、名取、岩沼、亘理 18 水 18 日

19 月 19 日 地域支援事業企画説明会
千葉県会長祝会豊嶋会長参列 19 木 「柔整師ローン」銀行との打

合せ 19 月

20 祝
火

日整保険部介護対策班in日
整 20 月 公認会計士との予算書打合

せ 20 金 第3回介護事業企画室会議 20 火

21 水 21 火 21 土 東北連合会第４回理事会 21 水 三役会･理事会･評議員会

22 木 第９回介護事業企画室会議 22 水 地域支援事業説明訪問in市
役所 22 日 22 木

23 金 日整理事会･接骨医学会理事会
ミニ学会打合せ 23 木 顧問県議とのベ協会 23 月 23 祝

金

24 土 Ｈ２３地域別保険研修in栗
原、登米 24 金 日整理事会in日整

第7回介護事業企画室会議 24 火 24 土

25 日 日整学術部会･日整臨時総会
日整連盟執行委員会 25 土 Ｈ23地域別保険研修in太白

区 25 水 第4回介護事業企画室会議 25 日

26 月 26 日 日本柔道整復接骨医学会
愛知大会 26 木 公益申請関連in医療整備課 26 月 保険部会

27 火 保健部会 27 月 保険部会 27 金 保険部会 27 火

28 水 新入会員面接５名 28 火 事業部会･構築学会理事会
日整保険部会in日整 28 土

H23地域別保険研修
塩釜、多賀城、宮城郡、黒川郡
20周学校協会記念式典

「柔道整復学」構築研究委員会
28 水 連絡袋発送

29 木 東北厚生局個別指導立会い 29 水 東北厚生局個別指導立会い
月末送金日・連絡袋発送日 29 日 29 木 月末送金日･仕事納め

30 金 月末送金日・連絡袋発送日 30 月 東北厚生局個別指導立会い
（会員以外） 30 金 事務局年末休暇↓

31 土 柔道整復学構築研究委員会 31 火 月末送金日・連絡袋発送日 31 土
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6　　月 5　　月 4　　月

1 金 1 火 「柔道整復学」構築学会理事会 1 日

2 土 2 水 2 月 ミニ学会関連会議

3 日 接骨医学会発表
申請書手書き会員提出締切日 3 木 3 火 震災関連冊子会議

4 月 ミニ学会打合せ 4 金 4 水 日整学術部会in日整
柔整国際シンポ　宮整ゴルフ会議

5 火 5 土 5 木 月初送金日

6 水 申請書レセコン会員提出締切日
DVD作成会議 6 日 申請書提出締切日手書き・レセコン

新入会員保険勉強会 6 金 申請書提出締切日
赤門入学式

7 木 新入会員保険勉強会
第16回介護事業企画室会議 7 月 月初送金日 7 土 東北ブロック会第1回理事会

新入会員保険勉強会　

8 金 8 火 第13回介護事業企画室会議 8 日 健生入学式

9 土 東北ブロック会学術勉強会
第4回介護事業研修会in赤門 9 水 新入会員面接1名 9 月

10 日 第60回宮整ゴルフ愛好会コンペ
ミニ学会会場打ち合わせin茂庭荘 10 木 臨時三役会・臨時理事会 10 火

11 月 11 金 通所型介護予防事業実施施設募集説
明会 11 水

日整学術部会in日整
新入会員面接４名
第10回介護事業企画室会議

12 火 12 土 介護事業研修会第3回in赤門国分町 12 木 東北柔専入学式

13 水
新入会員面接1名
ミニ学会発表者打合せ会
東北ブロック会柔道大会打ち合わせ

13 日 13 金

14 木 保険部会
震災記録誌会議 14 月 総会打合せ 14 土 介護事業研修会第2回in赤門国分町

15 金 柔道整復療養費審査委員会 15 火 事業部会 15 日

16 土 ミニ学会in茂庭荘 16 水 柔道整復療養費審査委員会 16 月 柔道整復療養費審査委員会

17 日 ミニ学会in茂庭荘 17 木 17 火 仙台医健入学式
震災関連冊子会議

18 月 東北厚生局指導立会い
第15回政経セミナー参加 18 金 第14回介護事業企画室会議 18 水 事業部会・第11回介護事業企画室会

議

19 火 19 土 19 木 H24第1回理事会･第1回監査会

20 水 公社日整理事会 20 日 平成２４年度通常総会
地域支援事業関連会議 20 金

21 木 公社日整保険部会 21 月 卒後臨床の会場確認in仙台医健
震災記録誌の編集会議 21 土 平成24年度少年柔道大会前日準備

22 金 接骨医学会理事会 22 火 22 日 平成24年度少年柔道大会

23 土 23 水 23 月 ミニ学会講師打合せ

24 日 公社日整通常総会 24 木 ミニ学会業者との打合せ 24 火 接骨医学会理事会
保険部会

25 月 通所型予防事業実施業者選定面接 25 金 25 水 日整理事会　
新入会員面接1名　保険部会

26 火 卒後臨床研修会会議in東京 26 土 構築研究委員会 26 木

27 水 保険部会 27 日 東京橋本先生教授・名誉博士号受賞祝
賀会 27 金 月末送金日･連絡袋発送

28 木 28 月 接骨医学会打合せ
第15回介護事業企画室会議 28 土 構築研究委員会

29 金 第17回会議事業企画室会議
月末送金日・連絡袋発送 29 火 保険部会 29 日

30 土 30 水 30 月

31 木 月末送金日･連絡袋発送
ミニ学会打合せ　震災記録誌の編集会議
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宮城県「柔道整復学」構築学会　賛助会員

株式会社　エス・エス・ビー
株式会社　カナケン
株式会社　グローバー
日本プロジェクト　株式会社
燦ケアサービス　株式会社
株式会社　パールシャープ仙台
マクターエンジニアリング　株式会社
株式会社　エフ・アイ・エル
ダイヤ工業　株式会社
朝日電子東北販売　株式会社

　宮城県「柔道整復学」構築学会の活動をご理解頂き、学会を支えて頂く賛助会員各社
でございます。
　宮城県「柔道整復学」構築学会は、会員の皆様が、レセプトシステム・超音波診断装置・
医療機器・衛生材料・医薬品のご用命の際には、宮城県「柔道整復学」構築学会として、
賛助会員各社を会員の皆様に推奨致します。

宮城県「柔道整復学」構築学会推奨
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レセコン・超音波観察装置のご用命は、安心と信頼のブランド、SSBへ
柔整業界トップのシェアと知名度を誇る実績、
全国に９，000件のユーザーを持つ商品力と信頼！

株式会社 エス・エス・ビー

本社：つくば　営業所：東京、札幌、長野、北陸、名古屋、関西、中国四国、福岡、鹿児島 http://www.sanshiro-net.co.jp/
業界最新情報はこちらから！

弊社ホームページで各機種のサンプル画像を
動画で配信中です。是非一度ご覧下さい。

※その他、様々な機種を取り揃えております。
※バッテリー駆動時間については、
営業にお問い合わせ下さい。

日立メディコ日立メディコ
MyLab FiveMyLab Five

MEDISON

SONOACE X6SONOACE X6

MEDISON

SONOACE PICOSONOACE PICO

本多電子 HS-2100HS-2100

コ
ン
パ
ク
ト
ボ
デ
ィ
に

カ
ラ
ー
ド
プ
ラ
搭
載

コ
ン
パ
ク
ト
ボ
デ
ィ
に

カ
ラ
ー
ド
プ
ラ
搭
載

本
多
電
子
初
の

デ
ジ
タ
ル
機
、新
登
場
！

本
多
電
子
初
の

デ
ジ
タ
ル
機
、新
登
場
！

新
開
発
！
12
Ｍ
Ｈｚ
プ
ロ
ー
ブ
を
採
用
！

新
開
発
！
12
Ｍ
Ｈｚ
プ
ロ
ー
ブ
を
採
用
！

プレミアムクラスに迫る描出力！
複数の高周波リニアプローブも選択可能な
運動器観察に場所を選ばない
MyLabシリーズの最新機種！

プレミアムクラスに迫る描出力！
複数の高周波リニアプローブも選択可能な
運動器観察に場所を選ばない
MyLabシリーズの最新機種！

オプションで三四郎くんがさら便利に！オプションで三四郎くんがさら便利に！オプションで三四郎くんがさら便利に！

超音波観察装置ラインナップ超音波観察装置ラインナップ超音波観察装置ラインナップ

保険証ＯＣＲ
専用スキャナーで保険証の読み取りが可能です。

THE・青色申告
三四郎くんのデータが移動可能な青色申告ソフトです。

面倒な保険請求業務も、三四郎ならラクラク簡単！面倒な保険請求業務も、三四郎ならラクラク簡単！面倒な保険請求業務も、三四郎ならラクラク簡単！

仙台営業所 〒984-0015宮城県仙台市若林区卸町5-2-10卸町斎喜ビル301号

 Tel. 022-236-7211 Fax.022-236-7212

15
イ
ン
チ
カ
ラ
ー
液
晶

モ
ニ
タ
ー
搭
載
！

15
イ
ン
チ
カ
ラ
ー
液
晶

モ
ニ
タ
ー
搭
載
！

新登場!!新登場!!

バッテリー搭載※で
往診に最適！

バッテリー搭載※で
往診に最適！

先進医療適用の
超音波骨折治療器（LIPUS）！
ACアダプターからの起動で
利便性がさらにアップ！

先進医療適用の
超音波骨折治療器（LIPUS）！
ACアダプターからの起動で
利便性がさらにアップ！

先進医療適用！先進医療適用！先進医療適用！

超音波骨折治療器

柔道整復師向け事務管理システム

Windows XP／Vista32bit／732bit対応
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バイオカナックス
KE-525 　892,500円

（本体価格 850,000円）

バイオカナックスは、人間が本来持っている
自己回復能力を助けることで、静止細胞を活性化し、
筋肉を調整、回復、改善させます。

■仕様

定格電圧：DC9V　単一型電池（1.5V）×6 
消費電流：40mA、出力電流：28μA～500μA
出力電圧：14mV（500Ω負荷)MAX=35V
出力周波数：0.1Hz～500Hz、出力系統：2チャンネル
外形寸法：H132×W320×D250mm
本体重量：2.3kg
〔クラスⅡ/特管〕医療用具承認番号21200BZZ00333000

●独自の4極干渉通電方式
●痛みを、筋肉系・神経系に分けて治療します。
●部位を選べば、プログラム治療ができます。
●ワンタッチ選択方式採用により、治療モードは簡単に選べます。
●ディスプレーで、治療状況を把握することができます。

細胞に働きかける プロの要求に応えるプログラム機能搭載
バイオカナックスは生理学的な最新情報にもとづいて、

複数の大学医学部を始め、数多くの専門医の研究と協力によって開発された、
小型マイクロアンペア治療器です。

治療に最適なプログラムと、正確なマイクロアンペアがインプットされており、
完璧にコンピュータで制御されています。

そのため治療効果が出しやすく、効果も長時間持続します。

ラスパーエース バージョン2
KE-115 　 47,250円（本体価格 45,000円）

〔クラスⅡ/特管〕認証番号219ALBZX00005000

それは、ソフトな当たりでしっかりした
刺激を確実に伝える理想の波形です。

設定周波数

ラスパーウェーブ

治療時間を液晶で表示。

携帯に便利な軽量設計。

チャンネル間の干渉がない。

電子音で操作を確認。

微妙な治療の周波数帯を完全カバーした24段階ロータリースイッチ（電
子音表示）
No 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
周波数 0.1 0.3 0.5 0.7 0.8 0.9 1.0 1.1 1.2 1.3 1.4 1.5
No 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24
周波数 2 2.5 3 5 7 10 15 20 30 50 75 100
※頻繁に使用する周波数を記憶しています。※0.1Hzでピーク音ピピ（警告音）を設定しました。

最大出力電圧をアップ
経皮電極用（高）モードは最大42Vp-pから48Vp-pにパワーをアップ。
経皮通電の物足りなさを幾分解消させました。

●出力チャンネル数 4チャンネル
●定格電圧 DC7.5V（単2形乾電池×5本）
●最大出力電圧 48Vp-p
●最大出力電流 3.4mArms（500Ω負荷時）
●出力周波数 連続モード　0.1Hz～100Hz
 間欠モード　3.0Hz～100Hz
●ミックスモード  3&10Hz、3&15Hz、

3&30Hz、3&50Hz
●治療タイマー 5、10、15、20、25、30分
●安全装置  ゼロスタート方式、

出力レベルインターロック
 電源ヒューズ　3.15A
●寸法 H88×W235×D165±5㎜
●重量 570g（電池除く）

仕様

1.本体 …………………1台
2.新通電コード4色組 1組
3. 粘着導子（TRS-2822）
１袋６コ入 …………2袋

4.単2形乾電池 ………5本
5.取扱説明書 …………1冊
6.添付文書 ……………1枚
7.保証書 ………………1部
8.保証登録葉書 ………1部

本体及び付属品

粘着導子（TRS-2822）1袋6コ入 KE-116A    945円（本体価格   900円）
新通電コード4色組 KE-116D  6,300円（本体価格 6,000円）
新通電コード1本 KE-116E  1,680円（本体価格 1,600円）

消
耗
品

Lasper-ALasper-Aパルス（低周波治療器）

Version-2Version-2ラスパーエース

大阪営業所：TEL_06-6935-3016㈹ FAX_06-6935-3017
新潟営業所：TEL_025-286-0521㈹ FAX_025-286-8870
福島営業所：TEL_024-961-7211㈹ FAX_024-961-7221
仙台出張所：TEL_022-287-6273㈹ FAX_022-287-6218
千葉出張所：TEL_043-286-6466㈹ FAX_043-286-6366

総 発 売 元 株式会社
本　  社： 〒225-0002　神奈川県横浜市青葉区美しが丘2-17-39
 TEL_045-901-5471㈹ FAX_045-902-9262
 http://www.e-kenkou.jp/ E-mail  info@kanaken.co.jp
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高電子水が身体をケア
ボディ　ライト　クリーム

治療後のケア
肉体疲労の回復
筋肉疲労の回復
筋運動の向上
怪我の予防
肩こり・腰痛

 

硬くなった筋肉を素早くやわらげる

ＢＯＤＹ
ＬＩＧＨＴ

ＣＲＥＡＭ

ＢＯＤＹ
ＬＩＧＨＴ

ＣＲＥＡＭ

〒981-8003

仙台市泉区南光台５丁目１２－２６
ＴＥＬ０２２-７２８－９１８７
ＦＡＸ０２２-７２８－９１８８

フリーダイヤル０１２０-０５-９１８７

定価￥３，６００（税別）

５０ｇ
水、グリセリンホホバ種子油、ＢＧ、ステアリン酸、ステアロイルグルタミン酸Ｎａ
ペイタン、ミツロウ、ミリスチン酸、香料、メチルパラペン、（アクリル酸/アクリル
酸アルキル（Ｃ－１０－３０））コポリマー、グリチルリチン酸２Ｋ、キサンタンガム、
プロピルパラベン、酢酸トコフェロール、水酸化Ｋ、ヒアルロン酸Ｎａ

ボディ　ライト　クリーム
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ご注文
お問い
合わせは
こちら

2010 年度版ダイヤ
                      メディカルカタログ

先生用：A4 / カラー / 全 210 頁
患者用：A4 / カラー / 全 138 頁 先生用 患者用

インターネットからのご注文はあらかじめご登録

( 無料 ) が必要となります

ご登録がまだの方はコチラ

http://www.daiyak.co.jp

さらに
インターネットからのご注文なら

お手元にない方は
下記までご請求く
ださい。無料で発
送させて頂きます

お支払い方法は多数ご用意！５

翌日発送ＯＫのスピーディーな配送！３
10,500円(税込)以上ご購入で全国どこでも 送料無料 でお届けします。(※一部例外がございます)

大変お得なポイント制を導入！４
500ポイント単位で割引金額としてご利用できます。(500ポイントで500円割引利用が可能となります)

ダイヤ工業オリジナル商品　100円ごとに２ポイント

ご注文は24時間･365日いつでも受付ＯＫ！２
電話･FAX･インターネット･メールからいつでもご注文いただけます。

全商品２％割引!!

ダイヤ工業の直販システム
専門性に優れた3,300種以上の豊富な商品！１

より良い医療環境を支援する

月曜～金曜
9：00～ 18：00は
コミュニケーターが
直接承ります。

ダイヤ工業オススメ商品

その他にも多種･多彩な商品を取り扱っています。詳しくはダイヤメディカルカタログをご覧下さい。

首 ソフト頚椎カラー

手首 ハイパフォーマンス
リスト

足首 アンクルガーメント

大腿 GT サイクロス

膝 ウォークアップニー

肩 E-potision:KATA

腰 プロハード

肘 ハイパフォーマンス
プレミアムエルボー
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宮城県「柔道整復学」構築学会　投稿・発表規定

2008年（平成20年）11月8日制定

1．投稿・発表について

　　�　本学会への投稿及び発表は、原則として宮城県「柔道整復学」構築学会の会員に限るが、特に本会に寄
与する論文と判断され、本会の会員が1名以上の共著者となっていれば会員外の投稿及び発表も受理し
ます。

　　　以下の6つのポイント（約束事、常識）をふまえて、しかも積極的に、気軽にどうぞ公にして下さい。
　　�　1997年（平成9年）、第6回日本柔道整復接骨医学会総会時の、金城　孝治会長の講演にありました言

葉、「職域拡大には・・・医療知識と技術の向上によってのみ可能である」は、今こそむしろ大切かと思
います。

2．ケースレポートの仕方

　①　ケースレポートをする意義は；
　　ⅰ）非常にめずらしい（レアrare）疾患の場合
　　ⅱ）めずらしい疾患ではないが、特異な経過・転帰をたどったケース
　　ⅲ）治療・施術への反応が独特であったケース
　　ⅳ）新治療法・技術の開発・試行・実験治療を行ってみた場合の効果
　　ⅴ）非常に、取り扱いや施術・治療・リハビリに苦慮したケース
　②　どこの誰であるかが推定できそうな表現は絶対不可（個人情報保護）です。
　　症例1、症例2などとします。
　③�　この場合も、症例のデータ（写真など）について、自分（達）のものでない場合には、借用先を明記して

下さい。

3．データのまとめ方

　①�　X線、MRI、その他全てのデータについて、自分（達）が採取したものでない場合には、借用先を明記
して下さい。（著作権の問題）

　②�　データの計数が1ケタ（5例、8例など）の場合に、安易に平均値（代表値の1つ）を出しますと片寄った
値になることがあります。その場合には中央値の方が妥当です。

　③　各症例について、誰であるか見当がつきそうな表現はなさらないように（個人情報保護）して下さい。
　　表記は、例えば症例1、症例YZなど。

4．発表要旨（抄録）の書き方

　①�　5W1H（whenいつ、whereどこで、who誰が、what何を、whyどんな目的で、howどのように）が分か
るように書いて下さい。

　②�　＜目的＞＜方法＞＜結果＞＜考察＞＜結論＞の順に、要領よく短くまとめます。＜結果＞には、得ら
れた事実のみを書きます。

　③　文章は全て「～であった」「～となった」の、である調、過去形となります。
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　④　発表者としての主語を入れる必要がある場合には、「われわれは～」「演者らは～」などと書きます。
　⑤�　原稿は、パソコンのワープロソフトなどで作成し、A4版用紙に横書きとします。手書原稿は採用しま

せん。

5．執筆要綱

　　　投稿論文の種類と内容説明

　　　原著論文　：　新規かつオリジナルであることが構築研究委員会において認められたものです。
　　　　　　　　　　内容が新しい情報、理論の提示を通して独創性を主張できるものです。
　　　　　　　　　　明確な研究結果として一定の結論が得られたものです。
　　　症例報告　：　症例の臨床経験に基づいた研究をおこなって考察が得られたものです。
　　　研究資料　：　柔道整復、あるいはそれに関連した資料を主とした情報を提示したものです。
　　　短　　報　：　内容は原著に近いが短く結論の速報として書いたものです。
　　　治療技術　：　客観的情報を示し、オリジナル性の高いものです。
　　　そ の 他　：　柔道整復に関する多方面からの記事を含み、会員の質的向上に貢献できるものです。

6．論文の構成

　　　表　　　題　：　内容を具体的に表し、かつ簡潔な表現とします。
　　　　　　　　　　　用語には、キーワードを含むように工夫して下さい。
　　　著 者 名　：　著者は本研究に寄与するところの大きい人のみとします。
　　　　　　　　　　　研究の協力者は謝辞の中で記載して下さい。
　　　要　　　旨　：　目的、方法、結果、結論を簡潔に記載して下さい。
　　　キーワード　：　主に主題および要旨から選び、論文の内容を最も適切に表す言葉とします。
　　　本　　　文　：　1）はじめに（序文、まえがき、緒言）
　　　　　　　　　　　　　本研究の背景、経緯、意義などを述べる導入部分。
　　　　　　　　　　　　　これまでの研究との関連性を記載します。
　　　　　　　　　　　2）対象および方法
　　　　　　　　　　　　　用いた理論、条件、材料、方法、手順などを記載します。
　　　　　　　　　　　　　特に、方法は関連研究者が追試できる内容とします。
　　　　　　　　　　　3）結果
　　　　　　　　　　　　　実験結果、データ紹介、明らかとなった関連性、観察結果、効果などを記載します。
　　　　　　　　　　　4）考察
　　　　　　　　　　　　　�結果の分析と検討、結果の比較と評価、問題提起、今後の課題、示唆などを記載

します。
　　　　　　　　　　　5）結論（まとめ、結語）
　　　　　　　　　　　　　本研究の結果内容を簡潔に記載します。
　　　図・写真・表　：　�本文に示した順に掲載し、その図表の番号や説明は図では下に、表では上につけて

下さい。
　　　そ　の　他　：　原稿には一連のページ数を記載して下さい。
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7．発表の仕方

　①　パワーポイント、スライドなど、視聴覚メディアをうまくお使い下さい。
　②　発表時間の厳守
　　　例）　8分間→400字詰原稿用紙8 ～ 9枚
　　　　　10分間→400字詰原稿用紙10 ～ 11枚です。
　③�　慣れていない方は、必ず発表用の下書き原稿を②に合わせて書くことをお勧めします。ルーズに進め

ると、必ず結論へ行かない前に終わってしまいます。
　④　ここでも5W1Hを要領よく入れて下さい。

8．提出

　　�　発表原稿、発表時使用データの提出は、所定の期日までに刷り上り（プリント）1部に、原稿のファイ
ルを書き込んだ電子媒体（フロッピーディスク、CD-R、USBなど）を添えて、事務局宛に送付して下さい。

　　又は、E-mailで事務局宛にファイルを直送して頂いても構いません。
　　但し、使用ソフトやファイル形式については、事前に受理可能かどうか事務局に確認して下さい。
　　　投稿原稿、発表時使用データ及び記録媒体は返却しません。

9．校正

　　　校正は著者が責任を持って行い、校正後の原稿、データを投稿して下さい。

10．送付先

　　「学会誌原稿、発表データ」と朱書して、下記に送付下さい。

　　　〒980-0011　宮城県仙台市青葉区上杉二丁目9番8号
　　　　　　　　　　社団法人宮城県柔道整復師会　内
　　　　　　　　　　　宮城県「柔道整復学」構築研究委員会　事務局
　　　　　　　　　　　TEL：022-262-9181　　FAX：022-262-4181
　　　　　　　　　　　E-mail：mjs＠mjs.or.jp



65

社団法人　宮城県柔道整復師会

宮  整  広  報　No.91

平成24年8月10日

〒980-0011 宮城県仙台市青葉区上杉二丁目9番8号
TEL  022（262）9181　FAX  022（262）4181

Home Page    http://www.mjs.or.jp

発行者　　会長　豊嶋良一
編　集　　広報部担当理事　芦澤卓也
広報部員　主任　佐藤敬一　委員　千葉勝弘　平山　修　
広報Working Group
　　　　　主任　庄子和良　委員　柴田道文
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費
の
受
領
委

任
の
取
扱
い
に
係
る
規
程
の
周
知
等
を
会

員
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
会
務
で
は
そ
れ

ら
と
並
行
し
て
健
康
保
険
組
合
連
合
会
宮

城
連
合
会
様
、
Ｊ
Ａ
共
済
連
宮
城
様
、
損

害
保
険
料
率
算
出
機
構
様
、
そ
の
他
関
係

各
位
と
の
情
報
交
換
会
、
連
絡
会
議
等
を

通
じ
、
相
互
の
立
場
か
ら
、
柔
道
整
復
療

養
費
制
度
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
試
み

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
公
益
事
業
も
、
二
日
間
に
わ

た
り
開
催
さ
れ
た
第
二
回
ミ
ニ
学
会
、
救

急
救
命
講
習
会
と
も
に
大
変
好
評
を
博
し

ま
し
た
。
柔
道
整
復
師
（
機
能
訓
練
指
導

員
資
格
も
保
有
）
に
よ
る
生
活
機
能
向
上

事
業
も
着
実
に
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

公
益
社
団
法
人
の
取
得
も
も
う
一
歩
の

と
こ
ろ
ま
で
き
て
い
ま
す
。

　

若
い
先
生
方
の
活
力
を
取
り
入
れ
、
地

域
社
会
に
さ
ら
に
貢
献
す
る
こ
と
を
確
信

し
編
集
後
記
と
致
し
ま
す
。

宮
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